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はじめに

本ハンドブックは、島原市の自然、人口、径済、観光、福祉、教育など

各分野にわたる基本的な統計資料を収録し. 島原市の現状k 推移を明らかに

十るとともに、隣接する雲仙市、南島原市を含んだ島原半島3 市（以下「半

島3 市」という: ，）の比較や、島原市が長崎県及び半島？) 市の中でどのよう

な位置付けにあるのかを把握し、現代的課題を客観的に見つめ直し、今後の

市政の推進に役立てようとするものです。

また、島原市の特色あるデータを収集し、島原の魅力を再確認すろと

ともに、島原を訪れるあらゆる人たちへの情報提供など、幅広く利用でき

ることを0 的としておりま十。

使用上の注意

計数については、単位未満を四捨五入で表示しているため，総数と内訳

の合計が一致しない場含がありま十。このため、表間においても、数値が

一致しない場含がありますのでご注意下さい。

人口対比については、統計データの抜粋及び特に指示をしている場& を

除き、# 和元年1 2 月3 1 日の住民基本台帳人口（以下「住基人口」と

し、う，）により算出しています, : ，
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1 . 土地、自然

( 1 ) 島, 原市の位: 置

①島原市の東西南北端点

東端 北緯3 2 度4 6 分1 8 秒 東経1 3 0 度2 3 分1 3 秒

西端 北緯3 2 度4 6 分2 1 秒 東経1 3 0 度1 6 分2 3 秒

南端 北緯3 2 度4 4 分1 4 秒 東経1 3 0 度2 2 分2 5 秒

北端 北緯3 2 度5 2 分0 1 秒 東経1 3 0 度1 9 分1 3 秒

②市役所（本庁舎）の位置

北緯 3  2 度4  7 分1 7 秒

東経1 3  0 度2  2 分1 4 秒

( 2 ) 島原市の主な山( 標高の高い順に記載)

1 , 5 0 0

( 棟高）1 . 0 0 0

5 0 0

0

    平成新山 稲生山 眉山（七面 舞岳 眉山（天狗

  山） 山）

( 山の名称）

( 3 ) 島原市の主な河川（北側から順に記載)
( 単位：河川延畏m ，流域由情| ・; " 1 )

栗' ぴ) | |

湯江川

什| | | 内| | |

四川

中昆川

北川

ん手1 | |

白水川

新湊| | |

鮎川

水. 無| | |

4 . 4 7 7 m

4 , 9 1 7 m

  1 , 3 2 0 m |  1 . 3 0 K m

3 , 6 1 0 m

3 , 7 5 7 m

  2 . 9 8 0 m l |

1 , 4 3 2 m 一|  I  2 . 1 0  K r r f
  2 , 1 3 3 m I  2 . 8 O K r r i

  1 , 9 6 0 m I  1 . 5 0  K m

1 . 3 6 2 m  I  1 . 4 0 K m

3 . 1 6 2 m

  | 5 , 0 0  K n i

|  1 3 . 4 7  K m

I  5 . 6 0 K m

I  9 . 7 2 K r r i

2 . 3 0 K r r i

1 5 . 9 2 K m

- 1 -



( 4 ） 島原市の面積

面積( k u i )
島原半島におけ
る割合( % )

長崎県における

割合( % )

島原市 8 2 . 9 6 1 7 . 8 2 . 0

雲仙市 2 1 4 . 3 1 4 5 . 9 5 . 2

南島原市 1 7 0 . 1 1 3 6 . 4 4 . 1

半島3 市 4 6 7 . 3 8 1 0 0 . 0 1 1 . 3

長崎県 4 , 1 3 1 . 0 0
一

  

参考：島原市の地目別土地面積（※但し、国有林、里道、水路の地積を除◦

( 単位：l l f )

じ）道路延長 く平成3 1 年4

島原市内の市道総延長

島原巾内の県道総延長

島原市内の国道総延長

1 日現在）

5 4 2 ,  3 9 9 m

3 り，S 7 S m

2 S .  9 i 2 m  ( . 国道5 7 号   3 ,  6 2 0 m 2 5 1 号 2 5 ,  2 9 2 m ）

・9 ・



2 . 人口、世帯

一〇一)  島厚市の人口] : 世帝( ハ故況

T ) 年齢区分ごとの男女別ん口

1 女

{ ' i ' R  :  ノ、)

    1 0 0 0 1 5 0 0 2 0 0 0 2 5 0 0

9 2 2

1 . 1 5 0

1 , 6 1 5

1 , 7 3 9

1 , 6 5 2

1 , 4 1 9

1 . 3 0 9

1 . 3 4 1

1 . 2 8 8

1 , 1 1 2

9 3 8

8 3 2

7 9 S

   9 6 5 1 5 - 1 9 1 , 0 2 6

   9 1 5 1 0 - 1 4 9 7 7

   9 7 3 5 - 9 L O G S

   8 0 5 0 - 4 9 6 5

      2 5 0 0 2 0 0 0 1 5 0 0 1 0 0 0 5 0 0 0

年齢区分 人口（単位：人）

1 0 0 歳以上 5 1

8 0 ~ 9 9  歳 5 . 5 6 9

6 0 ~ 7 9  歳 1 3 . 2 7 0

4 0 ~ 5 9  歳 1 1 . 0 3 8

2 0 ~ 3 9  歳 7 , 4 3 8

0 ~ 1  9  歳 7 , 6 3 4

合計 4 5 , 0 0 0

年齢区分ごとの人口は、2  ( . ) 年代ごとに区分した

場含、6  ◦ へ・ 7 リ歳の人口が一番多く、若くなるに

従って少なくなっていろ, ：

また、2  0 -  2  4 歳の人口が少なくなっている

/ j ペこれ；・j : 高校卒業後の若者の流出が要因であると

考えらしる. .



' 2 ' ；男女別/ 、口の推柊 ( 単位: た)

6 0 , 0 0 0

5 0 . 0 0 0

4 0 . 0 0 0

3 0 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1 0 , 0 0 0

0

口女

口男

男女とも人口は，B 3 和5  5 ^  ( 1 9  8 一〇一手）をビークとして戚少していろ

' 3 ' 年齢区分別ノ、口割合の推手客
< 単位: % 1

平成2 7 年

平成2 2 年

平成1 7 年

平成1 2 年

平成7 年

平成2 年

      0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 °/ 〇 1 0 0 %

口0 ~ 1 4 歳 ・1 5 ~ 6 4 歳 口 6 5 歳以上 口年齢不詳

0 、1 4 歳の人口は急激に減少し、6  5 歳以上の人口は急激に增一加していろ

④世帯数の推移
( 単位: 世帯)

島原市では、人口が減少しているが、世帯数は増加の傾向にある. .

- 4  -



( 2 ) 長崎県及び半島3 _ 市における島原市の総人口と世帯の状況

①人口の推柊 ( 単位: 人)

  5 8 , 0 0 0  

4 3 , 0 0 0
平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

島原市 5 2 , 8 5 3 5 1 , 5 6 3 5 0 , 0 4 5 4 7 , 4 5 5 4 5 , 4 3 6

雲仙市 5 4 , 0 1 8 5 2 , 2 3 0 4 9 , 9 9 8 4 7 , 2 4 5 4 4 , 1 1 5

南島原市 5 8 , 8 9 8 5 7 , 0 4 5 5 4 , 0 4 5 5 0 , 3 6 3 4 6 , 5 3 5

半島3 市の総人口

は，減少傾向にある

が、その中でi . 島原市

の人口減少率は、最キ,

 低い

( 参り

 島1 早: | + | | ーハ| : C 革人π

I ! 7 . ,  ( W ! 八（台和r し年1 2  口末）

【人U の割含 ( 単位: 人+

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 1 , 5 4 4 , 9 3 4 1 , 5 1 6 , 5 2 3 1 , 4 7 8 , 6 3 2 1 , 4 2 6 , 7 7 9 1 , 3 7 7 , 1 8 7

島原市の割合 3 . 4 % 3 . 4 % 3 . 4 % 3 . 3 % 3 . 3 %

半島3 市 1 6 5 . 7 9 9 1 6 0 , 8 3 8 1 5 4 , 0 8 8 1 4 5 , 0 6 3 1 3 6 . 0 8 6

島原市の割合 3 1 . 9 % 3 2 . 1 % 3 2 . 5 % 3 2 . 7 % 3 3 . 4 %

半島他2 市より、本市は人口減少率が鈍化している.

②年齢区分別にみた人口の推柊

【0 、1 4 歳の人口の推移】

1 3 . 0 0 0

1 1 . 0 0 0

9 . 0 0 0

7 . 0 0 0

5 , 0 0 0
平成7 年 平成1 2 ¢ 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

ー・ー島原市 9 , 4 3 6 尽3 6 0 7 , 3 5 0 ^ 3 6 1 S ^ 7 2 .

雲仙市 1 0 , 2 ^ 5 8 7 1 1 7 , 4 0 1 . 6 ^ 3 1 0 5 5 3 0

南島原市 1 0 , 6 9 0 8 ^ 9 8 8 7 , 4 4 7 ら3 6 1 5 4 7 6

半島3 市の人口

は、急激に減少して

いるが、平成7 年と

平成2  7 年の3 市の

順位を比較すると！
転現象が生じてい

 る，

< 卸考|

3 . （. 4 ：；り. 元；1 2  4  - t )
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[ 0 — 1 4 歳< / ) 人口の割合】 単位: 人1

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年
長崎県 2 7 7 , 2 6 3 2 4 3 , 0 4 6 2 1 5 , 9 8 7 1 9 3 , 4 2 8 1 7 7 . 5 6 2

島原市の割合 3 . 4 % 3 . 4 % 3 . 4 % 3 . 3 % 3 . 3 %

半島3 市 3 0 , 4 0 2 2 6 . 0 5 9 2 2 . 1 9 8 1 9 . 0 3 2 1 6 . 8 7 8

島原市の割合 3 1 . 0 % 3 2 . 1 % 3 3 . 1 % 3 3 . 4 % 3 4 . 8 %

半島3 市にお! ナる島原市の割合は、1 . 4  %  i f > している

[ 1 5 - 6  4 歳の人口推移】

3 5 . 0 0 0

3 0 . 0 0 0

2 5 . 0 0 0

平成7 年 平成1 2 ^ 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

―* 一 島原市 3 2 , 8 1 2 3 1 , 1 1 7 2 9 , 3 2 2 2 7 , 1 2 0 2 4 , 7 1 9

雲仙市 3 2 , 7 0 0 3 0 , 9 4 4 2 9 , 0 6 7 2 7 , 2 8 3 2 4 , 5 5 9

南島原市 3 4 , 9 6 3 3 3 , 0 9 9 3 0 , 6 1 8 2 7 , 7 3 7 2 4 , 1 1 8

半島3 市の人口

は、共に減少してい

 る、

( 勺考；

，時原市…注基\ u

二: ; ，メパ人（台和元半1 2  末）

[ 1 5 、6  4 歳の人口割含] ( 単位: ノ、)

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 9 9 3 , 7 8 3 9 5 6 . 6 9 2 9 1 3 , 2 2 4 8 5 7 , 4 1 6 7 8 4 . 8 6 2

島原市の割合 3 . 3 % 3 . 3 % 3 . 2 % 3 . 2 % 3 . 1 %

半島3 市 1 0 0 , 4 9 5 9 5 , 1 6 0 8 9 , 0 0 7 8 2 , 1 4 0 7 3 , 3 9 6

島原市の割合 3 2 . 7 % 3 2 . 7 % 3 2 . 9 % 3 3 . 0 % 3 3 . 7 %

島原市の割合は、長崎県内では減少傾向だが、半島3 市ではわずかに増加傾向にある.

[ 6  5 歳以上の人口推ギ| 】 ( 単位：人)

1 8 , 0 0 0

1 6 , 0 0 0

1 4 . 0 0 0

1 2 . 0 0 0

1 0 , 0 0 0

  一ど

ィ

O , K J U U
平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

ー・ー島原市 1 0 , 5 7 0 1 2 , 0 6 6 1 3 , 3 6 9 1 3 , 8 7 8 1 4 , 8 1 1

雲仙市 1 1 , 0 7 2 1 2 , 5 7 5 1 3 , 5 3 0 1 3 , 6 0 9 1 3 , 9 ^

南島原市 1 3 , 2 2 5 1 4 , 9 5 6 1 5 , 9 8 0 1 6 , 2 5 5 1 6 , 8 6 6

半島3 市の人口

は、共に増加してい

る

( 智考|

品| ^ 市ヴバ+ ' 基\ 口

i ! 7 ・, 1 た八（弁和元年1 2  口中）
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  [ 6  5 歳以上の人口割合】 ( 単位：〇

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 2 7 3 , 3 3 5 3 1 5 , 8 7 1 3 4 8 , 8 2 0 3 6 9 , 2 9 0 4 0 4 , 6 8 6

島原市の割合 3 . 9 % 3 . 8 % 3 . 8 % 3 . 8 % 3 . 7 %

半島3 市 3 4 . 8 6 7 3 9 . 6 1 7 4 2 . 8 7 9 4 3 . 7 4 2 4 5 . 6 5 5

島原市の割台 3 0 . 3 % 3 0 . 5 % 3 1 . 2 % 3 1 . 7 % 3 2 . 4 %

半島3 市における島原市の割合は、增加している

③世帯故の推移
( 単位: 世帯)

l U . U U U

1 7 . 0 0 0

1  e . c c u

1 5 . 0 0 0

1 4 . 0 0 0

    * 一- — ‘

   垂 垂 ・曇
ー ・ - - - -

.  ・- -

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

島原市 1 6 , 5 4 7 1 6 , 9 9 0 1 7 , 1 7 0 1 入 0 3 9 1 7 , 0 6 8

1  ; 雲仙市 1 5 , 4 3 0 1 5 , 6 4 7 1 5 , 7 5 6 1 5 , 8 6 3 1 5 , 3 7 6

  ! 南阜原市 1 7 , C G 6 1 7 , 4 9 2 1 7 , 4 1  9 1 7  バ 6 0 1 6 , 6 6 4

世帯一数は. 一ほ: £ いである力人口' h ：減少傾向i こある.

【世帯数の割含】
いi 1  位：

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 5 2 9 . 8 7 2 5 4 4 , 8 7 8 5 5 3 , 6 2 0 5 5 8 , 6 6 0 5 6 0 , 7 2 0

島原市の割台 3 . 1 % 3 . 1 % 3 . 1 % 3 . 0 % 3 . 0 %

半島3 市 4 9 , 0 1 3 5 0 , 1 2 9 5 0 , 3 4 5 5 0 , 0 6 2 4 9 , 1 0 8

島原市の割合 3 3 . 8 % 3 3 . 9 % 3 4 . 1 % 3 4 . 0 % 3 4 . 8 %

半島3 市における島尾市の割合は，わずかに増力D している, .
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⑶島原市の産業別就業人口の状況

①人口の推柊

1 6 . 0 0 0

1 4 . 0 0 0

1 2 . 0 0 0

1 0 . 0 0 0

8 . 0 0 0

6 . 0 0 0

4 . 0 0 0

2 . 0 0 0

0

  平成7 年 平成1 2 年

   第1 次産業 4 . 0 5 1 3 . 6 9 6

   ・第2 次産業 6 . 6 4 7 6 . 0 2 6

   第3  次産業 1 4 . 7 0 8 1 4 , 7 3 9

( 単位：ノ、

平成1 7 年

3 , 5 7 0

5 , 2 5 4

1 4 , 3 8 7

平成2 2 年

3 , 3 1 0

4 , 3 2 1

1 3 , 7 7 5

平成2 7 年

3 . 2 1 4

4 . 2 0 3

1 3 . 8 6 9 ( ・: ・1 ]

就業人口は. 各産業とも減少していろ

上記教杭: こは「分煩- 卜能迄業」が七爵人のため・1 1 互| ハ合計と& わない

【就業人口の構成比の推柊】
( 単位：1 ベ> )

平成2 7 年

平成2 2 年

平成1 7 年

平成1 2 年

平成7 年

6 5 . 2

6 4 . 4

6 2 . 0

6 0 . 3

5 7 . 9

      0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

  第1 次産業 ・第2 次産業 第3 次産業

人口構成比の推移をみると, 第1 次産業は横ばい、第2 次産業は減少、第3

次産業は増一加している一

- S  -



②産業分類別就業ノ・、口の推柊
( 単位：ノ、)

産業分類 平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年
曲- a v -

3 , 3 7 1 3 , 1 7 3 3 , 1 1 6 2 , 9 5 6 2 , 9 1 7

林業 1 5 1 1 1 3 1 4

9

漁業 6 6 5 5 1 2 4 4 1 3 4 0 2 8 8

第1 次産業計 4 , 0 5 1 3 , 6 9 6 3 . 5 7 0 3 , 3 1 0 3 , 2 1 4

鉱業

4 5 7 1

-

建設業 2 , 8 2 5 3 , 0 3 7 2 , 5 1 3 1 , 9 2 0 1 , 8 1 7

製造業 3 . 8 1 8 2 . 9 8 4 2 , 7 3 4 2 , 4 0 0 2 . 3 8 6

第2 次産業計 6 , 6 4 7 6 , 0 2 6 5 , 2 5 4 4 , 3 2 1 4 , 2 0 3

電気・ガス・水道 9 7 1 0 7 フ8 7 1 7 9

運輸・通信業 1 . 1 4 6 9 9 2 8 0 0 9 0 9 8 0 0

卸売・小売 5 , 5 4 3 5 , 5 5 0 3 . 2 7 2 3 , 5 9 8 3 , 0 8 8

宿泊業. 飲食サービス業
i 宿泊サービス某

に、飲食店卸・小に

含まれる1

( 宿泊サービス業

に、飲食店卽・小に

含まれる: |
1 , 1 1 4 1 , 2 1 0 1 , 1 8 8

金融保険業 5 1 7 4 6 6 4 0 7 3 5 8 3 6 0

不動産業 7 3 6 6 6 8 1 2 7 1 3 1

医療・福祉 1 : 下欄に含まれる； ( 下欄に含まれる） 3 , 1 0 1 3 , 4 0 7 3 . 8 1 4

サービス業 6 , 3 4 5 6 , 6 6 3 3 . 7 8 8 3 , 2 8 7 3 , 5 8 3

公務・その他 9 8 7 8 9 5 8 1 7 8 0 8 8 2 6

第3 次産業計 1 4 , 7 0 8 1 4 , 7 3 9 1 3 , 4 4 5 1 3 , 7 7 5 1 3 , 8 6 9

島原市では. 第1 次産業、第2 次産業が減少し、第3 次産業については、平成

1 7 年に減少したが. それ以降増加傾向にある- ,

⑷長崎県及び半島3 市における島昂市の産業別就業人口の¢ 況

①第1 次産業人口の推柊 f  t  U  : 人)

9 . 0 0 0

8 . 0 0 0

7 . 0 0 0

6 . 0 0 0

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0

3 . 0 0 0

  ・ _  一 .

   '  

    -  

     ・ *

平成7 年 平成1 2 年 平成口年 平成2 2 年 平成2 7 年

―* 一 島原市 4 , 0 5 1 3 . 6 9 6 3 , 5 7 0 3 . 3 1 0 3 2 1 4

ー ー雲仙市 7 , 4 5 0 6 . 7 9 5 6 , 4 8 1 5 . 7 7 1 5 , 6 4 2

南島原市 8 2 8 0 7 . 0 9 5 6 , 4 5 2 5 . 9 8 6 5 , 3 9 8

半島3 市の人

口は、共に減少し

ていろ,

島原巾び）7 咸少

の主な要因は、

農業・漁業を営む

人が減っている

ためであろ

- 9  -



  【第1 次産業人口の割合】 いi 1 泣：ノ、|

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 8 0 . 5 4 4 6 7 , 1 9 8 6 2 , 0 1 1 5 1 , 6 9 5 4 7 . 8 1 2

島原市の割合 5 . 0 % 5 . 5 % 5 . 8 % 6 . 4 % 6 . 7 %

半島3 市 1 9 , 8 1 1 1 7 , 5 8 6 1 6 , 5 0 3 1 5 . 0 6 7 1 4 , 2 5 4

島原市の割台 2 0 . 4 % 2 1 . 0 % 2 1 . 6 % 2 2 . 0 % 2 2 . 5 %

長崎県内及び半島3 市におけろ島県市の割合は、増加傾向にあろ

  ②第2 次産業人口の推柊 { 単泣：ノ、}

8 . 0 0 0

7 . 0 0 0

6 . 0 0 0

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0
平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

―* ―易原市 6 . 6 4 7 6 . 0 2 6 5 , 2 5 4 4 . 3 2 1 4 . 2 0 3

- 雲仙市 6 , 7 9 4 6 , 5 5 9 5 , 4 5 3 4 , 6 1 4 4 , 4 8 4

南島原市 6 . 9 5 8 6 5 5 0 5 5 1 7 4 . 8 1 7 4 4 6 1

半島3 市の人

口は、共に減ルし

ている-

島原市の減少

の主な要因は、建

設業及び製造業

を営む人が減っ

ているためであ

了

  【第2 次産業人口の割含】 位：人)

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 1 7 9 , 1 0 2 1 6 5 , 9 5 6 1 4 0 , 3 9 0 1 2 7 , 1 8 3 1 2 5 , 6 7 4

島原市の割合 3 . 7 % 3 . 6 % 3 . 7 % 3 . 4 % 3 . 3 %

半島3 市 2 0 , 3 9 9 1 9 , 2 3 5 1 6 , 2 2 4 1 3 , 7 5 2 1 3 , 1 4 8

島原市の割合 3 2 . 6 % 3 1 . 3 % 3 2 . 4 % 3 1 . 4 % 3 2 . 0 %

島原一市の割含は、長崎県内で減少、半島3 . 市では横ばいの傾向にある. .

- 1 0  -



第3 次産業人口の推移

( 中片：人}

【第3 次産業人口の割合】 ¢ 単防：尺!

長崎一県内及び¥ 島3 市における島原市の割含は、一横ばいとなっている. .

4 ；・' 産業分類別人口の状況
( 単位：' ' ’, > . )

烏1 ? 、ホ・

S f i l i r f ;

i + j 烏1 争市

[ θ

1 3 . 2

0 %

・扶業

・建設業

卸売・小売

E  窄・ f s i ' i h

   2 0 % 4 0 % 6 0 %

  ・t t 辛 ・，角樂

  製造業 屯k  - カス- 水道

飲食サーヒス秦金融保k 秦

  廿ーヒス業 公朽- そハ他

8 0 %  1 0 0 %

・軋業

・運輪・過レ業

不動壷桑

h 雄不能牢桑

辛宅^ 坊別人口い割含・については，i : なし・’，" | 、ね* メH S f c : >

半島: 3 市の中で、島原市は、卸売・小売や廿ービス業の就業人口の占める割含が高

く、農業の就業人口の害| | 台・が低いことがわかる. .

1 7 . 0 0 0

1 5 . 0 0 0

1 3 . 0 0 0

1 1 . 0 0 0

9 , 0 0 0

半島3 市の人口は

減少傾向にあろが、

平成2 2 年以降は島

原市と雲仙市がわず

かに増加に転じてい

7 , 0 0 0

5 , 0 0 0

・・ー島原市

ツー・雪仙市

南島原市

平成7 年

1 4 , 7 0 8

1 2 , 9 6 4

1 2 , 8 9 9

平成1 2 年

1 4 . 7 3 9

1 2 9 6 5

1 3 , 4 7 4

平成1 7 年

1 4 , 3 8 7

1 3 , 4 0 4

1 3 , 6 6 5

平成2 2 年

1 3 , 7 7 5

1 2 , 3 8 9

1 3 , 0 9 6

平成2 7 年

1 3 , 8 6 9

1 2 , 4 3 1

1 2 , 7 2 3

る

島原市が増加した

要因は、医療・福祉

事業従事者が増えた

ためである- .

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 4 6 5 , 1 1 9 4 6 6 . 1 9 7 4 7 3 , 8 0 1 4 5 0 , 7 5 7 4 5 0 , 4 8 8

島原市の割合 3 . 2 % 3 . 2 % 3 . 0 % 3 . 1 % 3 . 1 %

半島3 市 4 0 , 5 9 6 4 1 . 1 9 5 4 1 , 5 2 5 3 9 , 2 6 0 3 9 , 0 7 3

島原市の割合 3 6 . 2 % 3 5 . 8 % 3 4 . 6 % 3 5 . 1 % 3 5 . 5 %

w
 

e
-

 
W
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【島原市の産業分類別人口の状況】
< 単位: ゾい

  項 目 島原市 雲仙市

F

2 . 9 1 7 5 . 4 0 0

林業

9

2 4

漁業 2 8 8 2 1 8

鉱業 -

2

建設業 1 . 8 1 7 1 . 9 7 1

製造業 2 . 3 8 6 2 . 5 1 1

電気ガス水道 7 9 3 4

運輸通信業 8 0 0 7 7 8

卸・小売業 3 , 0 8 8 2 , 8 4 8

宿泊業，飲食サービス業 1 , 1 8 8 1 , 5 1 8

金融保険業 3 6 0 2 3 3

不動産業 1 3 1 1 0 2

医療・福祉 3 . 8 1 4 3 . 5 2  フ

サービス業 3 . 5 8 3 2 . 7 0 6

公務・その他 8 2 6 7 3 5

分類不能産業 3 5 1 4 8 9

  合 計 2 1 . 6 3 7 2 3 . 0 9 6

半島3 市の中で、皇

原市は、電気ガス水道.

金融保険業、不動産業、

サービス業、公務・そ

ゾ) 他の就業人口が一番

多しV ,

( 5 ) その他の人口に関する資料

①―般世帯. . 上; て・J j . . . における1 世帯当たり世帯人員の推柊
( 単位: 1 、、

4 - 0 0

3 - 5 0

3 . 0 0

Z 5 0

ミ: : : ^ : : : : : こ
平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

* 島原市 3 . 1 1 Z 9 4 2 8 1 Z 6 8 Z 5 6

雲仙市 3 . 4 4 3 . 2 7 3 . 1 0 Z 9 0 Z 7 8

南島原市 3 . 4 0 3 . 1 9 3 . 0 2 Z S 4 Z 6 9

長崎県 Z 8 5 Z 7 1 2 5 9 Z 4 7 Z 3 7

島原市の世帯人

員は, 半島3 市の

中では一番少な

く、長崎県と比較

十ると多い

  £ ・ー; : A 一) 二般 上I t ，ーー

一者ノー、ーー中ーニ士 一な一 上

会施^ 等を除いた

- 1 2  -



②高齢化率の推移
( 単位：" 〇)

l v i v  1

  3 5 . 0 <

  3 0 . 0 て
2 5 . 0

2 Q 0

1 5 . 0

  1 0 . 0 <

S O  f
  0 . 0 ノ

一

川

平成7 年

1

平成1 2 年

1

平成1 7 年

1

平成2 2 年
H

I
平成2 7 年

口島原市 2 0 . 0 2 3 . 4 2 6 . 7 2 9 . 2 3 2 . 6

・雲仙市 2 0 . 5 2 4 . 1 2 7 . 1 2 8 . 8 3 1 . 7

口南島原市 2 2 . 5 2 6 . 2 2 9 . 6 3 2 . 3 3 5 . 3

口長崎県 1 7 . 7 2 0 . 8 2 3 . 6 2 5 . 9 2 9 . 6

半島3 市の高

齢化率は、共に

局くなってお

り、平成2  7 年

には高齢化率が

約3 割となっ

 た、

③島原市の異動人口の推矜

2 , 0 0 0

1 , 5 0 0

1 , 0 0 0

5 0 0

0

  平成2 6 年度 平成2 7 年度

   出生 3 9 9 4 0 5

   死亡 6 6 7 6 3 8

   転入 1 , 4 0 7 1 / & 4

   転出 1 , 5 9 2 1 , 6 ? 4

平成2 8 年度

3 7 4

6 0

1 , 4 4 4

1 , 5 5 6

平成2 9 年度

3 5 0

6 6 1

1 ッ1 4

1 , 5 1 5

( 中は: 人)

平成3 0 年度

3 2 8

6 1 5

1 , 4 0 0

1 , 5 0 3

島原巾は、出

生より死亡、転

入より転出が多

い状態が続いて

いる平成3 0 年

度は転入がわず

かに増加した, . ，

- 1 3



3 . 産業・経済

⑴島原市の経済活動別総生産額( = 島原市の経済の規模などを明らかに十る指標)

( 車泣：ゴ万H !

1  5 0 , 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0

5 0 . 0 0 0

0

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

第1 次産業 9 . 1 8 6 9 , 0 5 1 9 . 2 3 9 1 0 , 2 4 2

一第2 次産業 1 2 . 0 4 2 1 4 , 0 0 2 1 6 , 1 8 3 1 7 , 6 1 5

第3 次産業 1 1 2 . 8 3 2 1 1 3 , 5 9 9 9 9 . 3 0 4 1 0 2 . 0 0 7

総生産額 1 3 5 . 2 5 1 1 3 8 , 1 0 7 1 2 5 . 2 2 0 1 3 0 . 4 4 9

第1 次- ・ 3 次産業の生産額増により、総生産額は平成2  7 年に比べ. 平成2  8 年は

  約4  % 増加した・ ほ牛¢ 額は「輪フ、品に課されろ悦- 問悦等」を差し引いた額であろた

め、モ. 1 次| ±業かぐ、祐3  ・欠< ±業まで，ハ含訃とは一致しない）

（2 ） 畏崎県及. u 、+ 島：3 巾に- しけぐ）島早、巾びハ・^ 生医1 ^  ノ）状i 兄

U ) 結生産額の推移 : 百リ円）

2 0 0 , 0 0 0

1 5 0 . 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0

5 0 , 0 0 0

         *

u

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

・島原市 1 3 4 , 5 6 3 1 3 8 , 1 0 7 1 2 5 , 2 2 0 1 3 0 . 4 4 9

雲仙市 1 0 8 , 9 0 8 1 1 5 . 6 2 5 1 0 3 , 9 5 7 1 1 1 , 5 1 1

南島原市 1 0 7 , 5 7 8 1 0 8 , 1 8 8 9 6 , 7 6 6 1 0 0 , 8 7 3

半島3 巾の秘生

産額は、平成2  7 年

と平成2  8 年を比

較すると、共に約4

増加してい

 る，

  【総生産額の割合】 < 単位：百万H )

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

長崎県 4 , 3 6 7 , 2 4 0 4 , 3 1 0 , 3 1 0 4 , 3 8 2 , 2 1 4 4 , 5 6 6 , 1 6 2

島原市の割合 3 . 1 % 3 . 2 % 2 . 9 % 2 . 9 %

半島3 市 3 5 1 . 0 4 9 3 6 1 , 9 2 0 3 2 5 , 9 4 3 3 4 2 , 8 3 3

島原市の割合 3 8 . 3 % 3 8 . 2 % 3 8 . 4 % 3 8 . 1 %

島] ^ 市の割含は、一長崎県内、半島3 市で横ばい也態が続いている:

- 1 4  -



②産業分類別稔生産額

( 単位: 白万| | | )【総生産額の比較】

項目 島原市 雲仙市 南島原市
( 1 ) 農業 9 . 6 6 6 1 4 . 6 8 1 1 3 . 4 5 2

( 2 ) 林業 3 2 3 1 . 0 5 8 8 3 3

( 3 ) 水産業 2 5 2 1 , 0 9 1 3 4 0

( 4 ) 鉱業 ― ― 5 5 5

( 5 ) 製造業 9 . 6 4 5 1 2 , 2 0 4 7 , 0 3 8

( 6 ) 建設業 7 . 9 6 9 1 0 . 4 8 7 7 , 2 4 7

( 7 ) 電気・ガス・水道・廃棄物処理業 5 . 2 0 1 1 . 9 9 0 1 . 2 0 0

( 8 ) 卸売・小売業 1 6 . 0 1 5 6 . 9 7 5 7 . 9 3 2

( 9 ) 金融・保険業 3 . 5 4 2 1 . 4 0 7 1 . 8 9 5

( 1 〇) 不動産業 1 3 . 6 6 2 1 4 . 0 0 6 1 2 , 9 6 2

( 1 1 ) 運輸・郵便業 6 , 3 2 7 3 , 7 5 9 5 , 5 4 7

( 1 2 ) 情報通信業 9 6 3 1 , 1 0 6 1 5 9

( 1 3 ) 宿泊飲食サービス業 4 , 3 0 4 6 , 6 0 6 2 , 4 0 5

( 1 4 ) 専門・科学技術・業務支援サービス業 5 , 7 1 2 1 , 3 4 4 3 , 3 1 5

( 1 5 ) 公務 7 . 2 9 0 5 . 2 4 1 5 . 4 3 4

( 1 6 ) 教育 1 0 . 6 4 1 8 . 6 6 5 8 , 8 0 6

( 1 フ）保健衛生・社会事業 2 0 . 9 5 6 1 5 . 5 6 5 1 6 . 1 4 1

半島；3 市の中で、島原市は、電気・ガス・水道・ I 発梁物処理業、卸売・小7 E 架、金融・

保険業、専門・科学技術、保健衛生. 社会事業の生産額が一番多いことがわかる- .

【総生産割合の比較】 ( 単位：人，)

  島原市巧|  w . 5 i 回 h  θ l E ^ V

南島原市

      0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 %      6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

( 1 ) 農業

・( 6 ) 建設業

- ( 8 ) 卸売・小売業

( 1 0 ) 不動産業

( 1 4 ) 専門・科学技術・業務支援サービス業

( 1 6 ) 教育

B  ( 5 ) 製造業

・( フ）電気・ガス・水道・廃棄物処理業

( 9 ) 金融・保険業

( 1 3 ) 宿泊飲食サービス業

・（1 7 ) 保健衛生・社会事業

※苧幸公項に- - . 、ては1 i 人・し\ リふ！U 亘u ・+ 晚
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( 3 ) 卸売業、小売業

①事業所数の推柊
( 単位: ，奉叫)

8 0 0

7 0 0

6 0 0

5 0 0

H - U U

平成2 4 年 平成2 6 年 平成2 8 年

ー・- 島原市 6 5 5 6 3 7 7 5 5

雲仙市 5 1 6 5 2 8 5 9 4

南島原市 6 7 5 6 0 9 6 7 1

【事業所数の割台】 ( 単位：丸業

平成2 4 年 平成2 6 年 平成2 8 年

長崎県 1 4 , 3 8 4 1 4 , 2 3 1 1 7 , 5 4 2

島原市の割合 4 . 6 % 4 . 5 % 4 . 3 %

半島3 市 1 , 8 4 6 1 , 7 7 4 2 , 0 2 0

島原市の割合 3 5 . 5 % 3 6 . 0 % 3 7 . 4 %

島原市の割含は. 半島3 _ 市ではt 電加している.

【事業所数の比較】 ( 単位: 事業所1

口

7 0 0

6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

2 0 0

1 0 0

0

   島原市 雲仙市 南島原市

8 7

5 0 7

1 1 4

5 5 7

卸売業

小売業

1 5 4

6 0 1

島原市は、卸売業の事業所数が一番多い,

半島3 市の事業

所故は、共に平成

2  6 年から2  8 年

にかけて、增加に

転じている

- 1 6  -



【業種別事業所数の割合】
< 単位: 、バ

卸充業

  口各種商品 ・繊維・衣服等

  口飲食料品一. / ・= ・建築資材、鉱物・金属材料等
  ・機械器具ッ □その他

< 単位: 〇, , 1

島原市は、卸売業については、機械器具の占める割含が、小売業については織物・

衣服・身の回り品の占める割台が一番高い.
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  ②從業者数の推柊 （単位: ノ、)

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0

3 . 0 0 0

2 . 0 0 0

1 , 0 0 0

4

U

平成2 4 年 平成2 6 年 平成2 8 年

島原市 3 . 5 5 5 4 , 3 0 9 4 , 3 4 8

雲仙市 2 . 3 3 7 3 , 1 7 5 3 . 0 4 1

南島原市 3 . 2 0 1 3 , 6 5 2 3 . 4 9 3

平成2  6 年から平成2  8 年にかけて、半島3 市の中の従業者数は、島原市だ

けが増加に転じている. 一.

  【能業者数び) 割合】 I りリケ：ノ・

平成2 4 年 平成2 6 年 平成2 8 年

畏崎県 8 7 . 2 9 1 9 0 . 9 3 3 1 1 3 . 3 1 4

島原市の割合 4 . 1 % 3 . 8 % 3 . 8 %

半島3 市 9 . 0 9 3 8 , 7 2 3 1 0 . 8 8 2

島原市の割合 3 9 . 1 % 3 9 . 1 % 4 0 . 0 %

島原市の割含は、半島3 市では増加している一

【従業者数の比較】
叫| . 位：人)

3 . 5 0 0

3 . 0 0 0

2 . 5 0 0

2 . 0 0 0

1 . 5 0 0

1 , 0 0 0

5 0 0

0

^ 1

島原市 雲仙市 南島原市

一卸売業 1 , 3 3 2 6 0 9 8 0 4

一小売業 3 , 0 1 6 2 , 4 3 2 2 , 6 8 9

島原m は、卸・小売業の従業者数が一# 多| ・

- 1 8  -



【1 事業所あたりの従業者数】 ( 単位: 八)

1 0

u

島原市 雲仙市 南島原市

1 = 1 卸売業 8  .  6

7

7  . 1

1 小売業

5

4  .  8 4  .  8

  【業種別従業者数の割合】 （単位：リ

( ' i ' R  :  %  I

島原市は、卸・小売業ともに織物・衣服・身の回り品、檢械器具の従業者

数の割含が一番高い.

- 1 9  -



年間商品販売額の推移 ( 単位：H 万円）

1 6 0 , 0 0 0

1 4 0 . 0 0 0

1 2 0 . 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

4 0 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

0

   

平成2 4 年 平成2 6 年 平成2 8 年

島原市 1 4 4 , 0 8 8 9 0 , 7 8 1 1 0 1 , 0 3 0

雲仙市 3 4 . 3 1 8 4 0 , 7 3 4 4 1 , 7 7 4

南島原市 5 5 , 0 6 0 5 4 , 7 7 2 4 7 . 8 9 2

平成2  S 年眼売額は，平成」6 年に比べると、約1 C T んの增となっている.

  【年間商品販売額の割台】 （単位：i ' | 、| 1 | )

平成2 4 年 平成2 6 年 平成2 8 年
# 崎県 2 , 6 6 8 , 7 2 1 2 , 7 8 7 , 8 3 2 2 , 9 8 6 , 9 4 9

島原市の割合 5 . 4 % 3 . 3 % 3 . 4 %

半島3 市 2 3 3 , 4 6 6 1 8 6 , 2 8 7 1 9 0 , 6 9 6

島原市の割合 6 1 . 7 % 4 8 . 7 % 5 3 . 0 %

乎島3 市における島原市の割合は. 增カロしている，

  【年間商品眼売額の比較】 （単位: u 万| 1 | )

半島3 市の中で、

島原r K が卸・小売業

とも販売額が一番高

い

また、島原市だけ

が、卸売業の販売額

が小売業の販売額よ

りt 、高くなってい

了

- 2 0  -



【1 事業所あたりの年間商品販売額】   ¢ ' i ' : 百わ円I

    ・小売業 9 6 . 1 6 0 . 6 5 8 . 0

【業種別商品販売額の割合】

卸売業

原市

雲仙市

南島原市

4 7 . 8 3 5 . 8

7 7 . 9

7 8 . 6

 E 〇

ノ / 尹
0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

ご

 α飲食料品

・機械器具

・建築資材、鉱物・金属材料等

°その他（各種商品, 繊維・衣頚等を含む)

( 単位: 1 ベ，）

小売業

島原一市d 卸・小売業とわに. 飲食料品の占める割合が低い, .

- 2 1 -



( 4 ) 製造業

①事業所数の状況

  【事業所数の推柊（従業者4 人以上）】 （単k : 事業所)

2 5 0

2 0 0

1 5 0

1 0 0

5 0

0

          ― ・

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年

- ・ー島原市 8 3 8 0 8 6 7 5 7 8

雲仙市 6 9 7 0 7 0 6 8 6 4

南島原市 2 1 3 2 0 5 2 2 5 1 8 8 1 7 1

半島3 市の事業

所数は、減少傾向

にある- ,

  【事業所数の割台】 （単位：市業けい

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年

長崎県 1 , 8 4 9 1 , 7 9 4 1 , 9 6 9 1 , 6 7 6 1 , 6 3 8

島原市の割合 4 . 5 % 4 . 5 % 4 . 4 % 4 . 5 % 4 . 8 %

半島3 市 3 6 5 3 5 5 3 8 1 3 3 1 3 1 3

島原市の割合 2 2 . 7 % 2 2 . 5 % 2 2 . 6 % 2 2 . 7 % 2 4 . 9 %

【業種別事業所数の比較】

  項 目 島原市 ' = I s 1

食料品製造業 4 4

飲料・たばこ・飼料製造業

4

繊維工業 1 0

木材・木製品製造業

1

家具・装備品製造業

3

印刷・同関連業

2

ブラスチック製品製造業 -

窯業・土石製品製造業

2

鉄鋼業

2

金属製品製造業

3

はん用機械器具製造業

1

生産用機械器具製造業 -

電子部品・デバイス・電子回路製造業

2

電気機械器具製造業 -

情報通信機械器具製造業 -

輸送用機械器具製造業

2

その他の製造業

2

合計 7 8

単位: 山業所

南島原市

6 4

1

1 0

1
一

1
1

2
1
I

1

1 7 1

半島3 市の事業

所数では、食料品

製造業が一番多

い.

他の業種では3

市とも大きな差は

ない

・2 2 ・



②従業者の現状

【従業者数の推移】 ( . 卓・位：ノ、}

2 . 4 0 0

2 , 2 0 0

2 . 0 0 0

1 . 8 0 0
—

l ，O U U

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年

ー・I 島原市 2 , 2 6 3 2 , 1 5 6 2 , 0 1 7 2 , 0 8 5 2 , 1 4 2

雲仙市 2 , 1 2 0 2 , 0 9 7 1 , 9 3 9 2 , 1 8 9 2 , 1 9 5

南島原市 1 , 8 1 9 1 , 7 4 3 1 , 8 2 6 1 , 6 8 5 1 , 6 2 0

従業者数について

は，平成3 0 年に島原市

ヒ雲仙市が増加傾向

に、南島原市は咸少傾

向が続' ・、て' ・、る.

  【従業者数* ハ割含】 （単位: ノ、)

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年

長崎県 5 6 , 4 5 9 5 5 , 1 2 6 5 7 , 5 8 8 5 8 , 6 4 3 5 7 , 3 5 8

島原市の割合 4 . 0 % 3 . 9 % 3 . 5 % 3 . 6 % 3 . 7 %

半島3 市 6 , 2 0 2 5 , 9 9 6 5 , 7 8 2 5 , 9 5 9 5 , 9 5 7

島原市の割合 3 6 . 5 % 3 6 % 3 5 . 0 % 3 5 . 1 % 3 6 . 0 %

長崎県内及び半島3 . 市における島県市の割合は、増加傾向となっている: ,

【業種別従業者数の比較】
I . 単位: 人)

  項 目 島原市 雲仙市 南島原市
食料品製造業 1 . 0 3 8 8 9 8 9 7 2

飲料・たばこ・飼料製造業 5 2

4 6

繊維工業 4 4 7 8 3 7 2 8 4

木材・木製品製造業 2 9 -

6

家具・装備品製造業 2 0 1 0

5

印刷・同関連業 1 9 -

9

ブラスチック製品製造業 - 6 3 -

窯業・土石製品製造業 3 6 9 3 1 0 2

鉄鋼業 6 4 -

9

金属製品製造業 5 0 4 1 3 8

はん用機械器具製造業 1 5 9 - 7 6

生産用機械器具製造業 - 9 8 -

電子部品ーデバイス- 電子回路製造業 1 4 2 - 1 1 3

電気機械器具製造業 - 1 3 3 -

情報通信機械器具製造業 - - -

輸送用機械器具製造業 7 4 1 8 -

その他の製造業 1 2 - -

台計 2 , 1 4 2 2 , 1 9 5 1 , 6 2 0

島原市の従業者

数は、食料品製造

業の増加幅が大き

 い，
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③製造品出荷額

【製造品出荷額の推件】
( 単位：H 万円)

5 0 . 0 0 0

4 5 . 0 0 0

4 0 . 0 0 0

3 5 . 0 0 0

3 0 . 0 0 0

2 5 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1  5 . 0 0 0

1  0 . 0 0 0

・

 於ノ
  

ノ
   —

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年 平成2 9 年

島原市 2 7 . 1 2 8 2 8 , 6 5 4 2 8 , 5 8 2 3 0 , 3 6 2 4 3 , 5 9 0

雲仙市 2 3 , 1 8 2 2 7 , 3 7 5 2 4 . 1 0 6 2 8 , 1 1 4 2 9 . 1 5 6

南島原市 1 2 , 4 0 3 1 2 , 4 4 2 1 2 . 4 5 7 1 2 . 1 7 0 1 1 . 9 4 9

出荷額について

は、平成2 8 年から平

成2 9 年にかけて、島

原市は大きく増え

ていろ，（前年比

1 4 4 % )

【製造品出荷額の割合】
( 単位：□万| | | )

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年 平成2 9 年

長崎県 1 , 6 2 7 , 8 2 0 1 , 5 6 2 , 4 9 4 1 , 6 2 8 , 2 0 7 1 , 7 3 9 , 7 3 3 1 , 8 2 9 , 5 2 0

島原市の割合 1 . 7 % 1 . 8 % 1 . 8 % 1 . 7 % 2 . 4 %

半島3 市 6 2 , 7 1 3 6 8 , 4 7 1 6 5 , 1 4 5 7 0 , 6 4 6 8 4 , 6 9 5

島原市の割合 4 3 . 3 % 4 2 % 4 3 . 9 % 4 3 . 1 % 5 1 . 5 %

長崎県内及び半島3 _ 市におけろ島原市の割合は、増一加していろ

  【業種別製造品出荷額の比較】 ，単位：D 万円}

  項 目 島原市 雲仙市 南島原市
食料品製造業 1 7 . 2 4 ? 1 6 . 8 2 4 6 . 7 3 3

飲料・たばこ・飼料製造業 1 6 , 4 0 0 X X

繊維工業 2 , 6 1 8 6 , 4 2 5 1 , 7 7 3

木材・木製品製造業 X - X

家具・装備品製造業 2 1 3 X X

印刷・同関連業 X - X

ブラスチック製品製造業 - X -

窯業・土石製品製造業 X 9 5 9 1 , 3 7 4

鉄鋼業 X - X

金属製品製造業 4 5 フ X 3 4 2

はん用機械器具製造業 X X X

生産用機械器具製造業 - - -

電子部品ーデバイスー電子回路製造業 X - X

電気機械器具製造業 - X -

情報通信機械器具製造業 - - -

輸送用機械器具製造業 X

X

-

その他の製造業 X - -

台計（※注） 4 3 , 5 9 0 2 9 , 1 5 6 1 1 , 9 4 9

i ・5 $ 、主，中の」は. 申告君の秘£ か; 馬れないよう秘匿切埋したものてあるため. 会釘鋒が一致しない

半島3 巾の出荷

額を比較すると、

島原市が一番多

い- .
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[ 1 事業所あたりの従業者数及び製造品出荷額】

( 単位従業苔泛：ノ、. 製造品, t 街額：H ・ウ円)

1 事業所あたりの従業者数は雲仙市が、製造品出荷額は、島原市が一番多い

- 2 5  -



( 5 ) 農業

  ' 1 . ; 農業総生産額の推件 （単に：口万| | | }

1 6 , 0 0 0

1 4 . 0 0 0

1 2 . 0 0 0

1 0 , 0 0 0

8 . 0 0 0

6 , 0 0 0

4 . 0 0 0

2 . 0 0 0

一^ ^ ^ ^
   

      — - *

U

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

1 島原市 8 , 6 6 2 8 , 5 2 7 8 , 5 2 2 9 . 6 6 6

・・・雲仙市 1 1 , 3 1 5 1 1 , 6 9 8 1 3 , 6 0 4 1 4 , 6 8 1

南島原市 1 1 , 1 0 0 1 1 , 3 4 5 1 2 , 5 4 3 1 3 , 4 5 2

3 市の総生産額

は. 平成2 7 年と比

ベ平成2 8 年は約8

の増加とな

った，

  【農業総生産額の割合】 （単位：N 万円+ 1

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

長崎県 7 0 , 7 6 4 7 0 , 1 7 7 7 4 , 0 8 2 8 3 , 0 7 4

島原市の割合 1 2 . 2 % 1 2 . 1 % 1  2 . 0 % 1 1 . 6 %

半島3 市 3 1 , 0 7 7 3 1 , 5 7 0 3 4 , 6 6 9 3 7 , 7 9 9

島原市の割台 2 7 . 9 % 2 7 . 0 % 2 5 . 0 % 2 5 . 6 °〇

総生産額は長崎県、半島3 市とも増加している

②農家戸故の推柊
< 単防; P I

6 , 0 0 0

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0

3 . 0 0 0

2 . 0 0 0

1 , 0 0 0

U

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

ー・ー島原市 1 , 8 8 6 1 , 8 0 5 1 , 7 3 5 1 , 5 9 6 1 , 4 3 8

雲仙市 4 , 7 8 9 4 , 4 8 4 4 , 4 0 9 4 , 0 2 0 3 , 5 2 9

南島原市 4 , 2 7 3 4 , 1 1 1 3 , 9 5 5 3 , 5 7 7 3 , 1 2 6

半島3 市ともに、農家戸数は減少している

- 2 6  -



【農家戸故の割含】 ( 単位: 戸)

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 4 8 , 4 9 7 4 4 , 4 1 5 4 2 , 1 2 7 3 8 , 7 4 5 3 3 , 8 0 2

島原市の割台 3 . 9 % 4 . 1 % 4 . 1 % 4 . 1 % 4 . 3 %

半島3 市 1 0 , 9 4 8 1 0 , 4 0 0 1 0 , 0 9 9 9 , 1 9 3 8 , 0 9 3

島原市の割合 1 7 . 2 % 1 7 . 4 % 1 7 . 2 % 1 7 . 4 % 1 7 . 8 %

半島3 市におけろ島原市の割合は、ほぼ横ばいであろ.

③農業就業人口の推移

1 0 , 0 0 0

8 , 0 0 0

6 , 0 0 0

4 . 0 0 0

2 . 0 0 0

0

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

島原市 3 , 5 6 7 3 3 9 0 2 , 9 9 9 2 , 4 8 9 2 3 7 1

雪仙市 8 ^ 5 5 7 ^ 2 3 7 , 0 4 9 5 , 5 6 2 5 , 0 6 9

南島原市 8 , 8 6 2 7 , 2 0 2 6 , 2 8 7 4 , 9 2 2 4 , 4 4 0

  【農業就業人口の割合】 （単位：人J

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 7 6 , 2 6 0 6 0 , 5 5 8 5 2 , 6 6 1 4 0 , 9 3 6 3 4 , 4 4 0

島原市の割合 4 . 7 % 5 . 6 % 5 . 7 % 6 . 1 % 6 . 9 %

半島3 市 2 1 , 2 8 4 1 8 , 4 1 5 1 6 , 3 3 5 1 2 , 9 7 3 1 1 , 8 8 0

島原市の割合 1 6 . 8 % 1 8 . 4 % 1 8 . 4 % 1 9 . 2 % 2 0 . 0 %

長崎県内及び半島3 市におけろ島原市の割含は、増加してL 、る

④経営耕地面積
( り・' ( ウ：h a >

6 , 0 0 0

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0

3 . 0 0 0

2 . 0 0 0

1 , 0 0 0

   

u

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

・島原市 1 , 4 9 7 1 , 4 4 7 1 3 8 9 1 , 4 0 8 1 , 4 1 6

雲仙市 4 , 6 6 3 4 3 1 0 4 , 1 0 1 3 , 9 7 2 3 , 9 2 9

南島原市 3 , 8 8 2 3 ^ 5 2 3 2 7 8 3 , 0 7 9 2 , 9 8 4

半島3 市の中て、

島原市の面積だけ

が. 横ばいで推移し

ている

他市は減少傾向

I こあ6  -

- 2 7 -



  【経営耕地面積の割合】 （単位: h a }

平成7 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年

長崎県 4 1 . 4 0 5 3 5 , 8 9 8 3 2 , 5 9 5 3 1 , 0 1 0 3 0 . 7 5 6

島原市の割合 3 . 6 % 4 . 0 % 4 . 3 % 4 . 5 % 4 . 6 %

半島3 市 1 0 . 0 4 2 9 , 3 0 9 8 , 7 6 8 8 , 4 5 9 8 , 3 2 9

島原市の割合 1 4 . 9 % 1 5 . 5 % 1 5 . 8 % 1 6 . 6 % 1 7 . 0 %

長崎県内及び半島3 市におけろ島原市の割合は、増加していろ

【経営耕地面積の比較】
  1 :  h a )

半島3 市の面積

は、畑が最も多く、

次いで田、樹園地の

順となっていろ

【経當耕地面積割含の比較】
単位: f ' . . l

島原市

雲仙市

南島原市
 f フ上ば
戸/  ノノ ノノ
0 %  2 0 %  〇%  6 0 %  8 0 %  1 0 0 %

□田・畑□樹園地

半島3 市の面積

の割合は. 3 市とL

畑の占める割含が

ー・番尚い。

特に、島原市は

約8 割を占め、特徴

的である, -

- 2 8  -



⑹林 業

①林業総生産額の推柊  ( 単位: π万円)

1 . 2 0 0

1 . 0 0 0

8 0 0

6 0 0

4 0 0

2 0 0

0

     *

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

ー・ー島原市 2 6 0 2 4 5 3 0 5 3 2 3

雲仙市 9 5 3 8 7 6 1 . 0 9 3 1 , 0 5 8

南島原市 6 3 3 7 2 7 7 8 3 8 3 3

島原市、南島原市

の平成2 8 年生産額

は、前年と比べ增加

している. -

  【林業総生産額の割含】 （単位：汀万叩

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

長崎県 4 , 3 0 7 4 , 4 2 4 5 . 0 1 7 5 . 0 6 7

島原市の割合 7 . 5 % 7 . 3 % 6 . 4 % 6 . 4 %

半島3 市 1 , 8 4 6 1 , 8 4 8 2 , 1 8 1 2 , 2 1 4

島原市の割台 1 4 . 1 % 1 3 . 3 % 1 4 . 0 % 1 4 . 6 %

長崎県内及び半島3 _ 市におけろ島甲市の割含は、横ばいび〉傾向にあろ

②林業経営体数の推移 ( 単位: 紅バ作)

1 2 0

1 0 0

8 0

6 0

4 0

2 0

「

ん

0

平成1 7 年 平成2 2 年

―島原市 1 3

4

雲仙市 1 1 1 4 3

南島原市 5 8 1 5

半島3 市の経営体数

の割含は、共に大幅に

減少していろ

【林業経営体数の割合】

平成1 7 年 平成2 2 年

長崎県 2 . 1 0 8 6 7 5

島原市の割合 0 . 6 % 0 . 6 %

半島3 市 1 8 2 6 2

島原市の割合 7 . 1 % 6 . 5 %

長崎県内及び半島3 市;

単位：鉢岳体）

平成2 7 %
5 5 9

0 . 7 %

5 0

8 . 0 %

おけろ島原市の割含は、横ばいの傾向にあろ

- 2 9  -



m 水産業

①水産業総生産額の推手| ( 単位：H 万円' )

1 . 2 0 0

1 , 0 0 0

8 0 0

6 0 0

4 0 0

2 0 0

0

   ・ 

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

ー・ー島原市 3 4 2 3 5 2 3 4 3 2 5 2

雲仙市 3 7 0 6 7 4 9 1 9 1 , 0 9 1

南島原市 3 8 8 4 3 1 3 7 5 3 4 0

島原市の水産業

総生産額は、3 割近

く減少している.

雲仙市は2 割近く增

加

  【水産業総生産額の割含】 （単防：百万円)

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年

# 崎県 3 8 . 9 9 0 3 9 . 8 4 3 4 6 . 9 1 1 4 5 . 9 1 0

島原市の割合 0 . 9 % 0 . 9 % 0 . 7 % 0 . 5 %

島原半島 1 . 1 0 0 1 . 4 5 7 1 6 3 1 . 6 8 3

島原市の割合 3 1 . 1 % 2 4 . 2 % 2 1 . 1 % 1 5 . 0 %

長崎県内及び半島3 市における島原市の割合は、大きく減少した- ,

  ②漁業経営体数の推柊 （中位: 経営体>

6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

2 0 0

1 0 0

0

平成1 5 年 平成2 0 年 平成2 5 年 平成3 0 年

島原市 3 0 9 2 5 7 2 2 2 1 8 4

雲仙市 3 1 9 2 3 1 1 9 2 1 5 5

南島原市 5 0 8 4 1 6 3 5 9 2 8 3

半島3 巾のキ要営

体数は、平成2 5 年と

比較ナると約2 割近

くも減少. ，

  【漁業経営体数の割合】 ' 単位：経汽仆)

平成1 5 年 平成2 0 年 平成2 5 年 平成3 0 年

長崎県 1 0 , 7 5 6 8 , 8 4 9 7 . 6 9 0 5 , 9 9 8

島原市の割合 2 . 9 % 2 . 9 % 2 . 9 % 3 . 1 %

半島3 市 1 , 1 3 6 9 0 4 7 7 3 6 2 2

島原市の割合 2 7 . 2 % 2 8 . 4 % 2 8 . 7 % 2 9 . 6 %

長崎県全体、及び半島3 市と・七に、前回調直に比べ大きく減少していろ
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③海面漁業に関十る経営体数
¢ 単位: 杜営ル)

3 0 0

2 5 0

2 0 0

1 5 0

1 0 0

5 0

0   .

非使用

漁船使

用

小型定

置網

魚類養

殖

貝・エ

ビ類養殖

海藻類

養殖

□島原市

2

1 4 6

0 1 0

3 5

1 雲仙市

6

1 1 9

7 7

1 2

4

a 南島原市

4

2 4 4
1 2 2

3 0

半島3 市ともに、

漁船によるa 業が

大半を占めてい

ろ一島原市は、4 っ

かめ類やのり類な

どの海藻類養殖業

 が多い、
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( S ) 島原市の主な農水産物の出荷量. 産出量( 平成; 3 。年}

' 1 ）指定野菜の生産出荷量

1 単位：t  I

だいこん にんじん はくさい

島原r H 3 2 ,  7 0 0 1 8 , 2 4 0 1 1 , s o o

長崎県 4 9 ,  2 0 0 3 0 ,  4 0 0 2 0 ,  7 0 0

県内に占ふろ割さ ( i f ) .  S " u 6 0 .  0 " . ； 5 7 .  0 ' ^

②海産物の年間産出量（平成2  9 年)

アわかめ

( 単位：t )

わかめ 島ハ? . 巾・ ( 参考) 南島原士

甲間産出量 2 0 0 ；S 〇〇

イガザミの年間産出量

( 単位：t )

力' ザミ S 原市 ( 参考>  S f | | | 市

〒間産川量

s

1 2

ウクルマユ・ビび年間産出量

( 単位：t )

ク4 ・マエヒ' ' ^ 原市

年問産出量 1 5
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4 . 観光

⑴観光客数

①人込客数及び宿泊客数

1 , 5 0 0 0 0 0

1 , 0 0 0 0 0 0

5 0 0 , 0 0 0

0

入込客数

I 宿泊客数

平成2 6 年

1 , 3 1 7 , 1 2 8

1 9 8 , 5 3 8

平成2 7 年

1 . 3 8 5 , 7 1 4

2 0 8 , 8 6 1

平成2 8 年

1 . 1 6 5 , 8 5 1

2 0 2 , 3 0 7

平成2 9 年

1 , 3 7 0 . 1 2 1

2 1 6 , 3 7 7

い' | 收：人)

平成3 0 年

1 , 3 8 2 . 2 6 3

2 2 3 , 6 6 6

ここ数年、. 入込客教は1 3  0 万人、宿泊客数は2  0 万人前後で推柊していたが、

平成2  8 年は熊本地震の影響により減少した. ：

その後、平成2 り年に再び地震発生前心水準まで戻り、入込客数及び宿泊客救は、

增加傾向にある.

②宿泊客のうち学生宿泊客数

2 5 0 . 0 0 0

2 0 0 . 0 0 0

1 5 0 . 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0

5 0 , 0 0 0

平成2 6 年

  総宿泊客数 1 9 8 . 5 3 8

  一般宿泊客数 1 6 2 . 3 9 1

  一学生宿泊客数 3 6 , 1 4 7

  学生の割合（% ) 1 8 . 2

平成2 7 年

2 0 8 . 8 6 1

1 7 1 . 6 4 2

3 7 , 2 1 9

1 7 . 8

( 単位: ノ、)

平成2 8 年

2 0 2 . 3 0 7

1 6 2 , 6 1 6

3 9 , 6 9 1

1 9 . 6

  平成2 9 年 平成3 0 年

  2 1 6 . 3 7 7 2 2 3 . 6 6 6

  1 6 7 . 7 4 3 1 7 1 , 4 1 8

  4 8 . 6 3 4 5 2 , 2 4 8

  2 2 . 5 2 3 . 4

総宿泊客拉・学生（児童、小宇生を含む）宿泊¢ 数ともに. 一増加傾向にある, .
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( 2 ) 公共交通機関利用状況

①島原鉄道乗車人員数
I 単位：千ノ・、. )

1 , 6 0 0
1 . 4 0 0

1 , 2 0 0

1 , 0 0 0
8 0 0

6 0 0

4 0 0

2 0 0

0

定期乗車人員

定期外乗車人員

合 計

平成2 6 年

9 4 9

5 6 0

1 , 5 0 9

平成2 7 年

9 5 4

5 6 7

1 , 5 2 1

平成2 8 年

8 8 8

5 3 7

1 , 4 2 5

平成2 9 年

8 2 1

5 3 0

1 , 3 5 1

平成3 0 年

7 6 5

5 3 6

1 . 3 0 1

平成2  7 年度主では約1 5  0 万人前後の利用があったが、少子、高齢化による人口

減少に加え，巫一成2 一8 _ 年の熊本地震の影響により用茎が減少している, .

②島原港フ: こリー乗客数
( 巾位; 千ノ、)

8 5 0

8 0 0

7 5 0

7 0 0

6 5 0

平成2 6 年平成2 7 年平成2 8 年平成2 9 年平成3 0 年

      島原港フェリー乗客数( ※1 ) 8 2 7 8 0 3 6 2 9 8 3 8 8 2 0

島原港フェリー乗客数は、約8  0 万人が利用している. :

ただし、平成」8 年は熊本地震の影響に上り乗客故が減少した，

( ※1 ) 乗客数は、高速船三池島原ライン、熊本フュリー、九商フコ：リーの総計

- 3 4  -



( 3 ) 各観光施設の入場者等の状況

  ' 小島原城 （車位; 人一!

1 3 0 . 0 0 0

1 2 0 . 0 0 0

1 1 0 . 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0
     平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年

      島原城入館者数 1 2 4 . 9 0 8 1 2 7 . 3 6 4 1 2 6 . 5 1 2 1  3 0 . 9 7 4 1 1 8 . 4 8 3

元和4 年( 1 ( 5 1 8 年. ) に着工し. 4 - 7 年の歳目を経て完成した一: 明治維新で

廃城になり、払下げ・解体さわたが、昭和3 り年（1 9  6  4 年) に天守閣が復元さわ、

平成: 2  6 年（2  ( . ) 1 4 年）に復元5  0 固年を迎えた一平成2  9 年までは増加傾向であ

ったが平一成3 一〇一年は減少していろ, .

' ・. 2 ' 武家星敷

武家屋敷は、島原市の観光名所の1 つで、平成2 1 年には約1 0 万7 千人の観光客

が訪れている，平成2 1 年度に景観計画を策定し、街並みを保存ナるために、武家屋

敷街なみ保存整備事業等の補助事業を実砲していろ一

山本邸，鳥田邸、篠塚邸の3 棟を一般公開し、より身近に藩政時代の面影に触れる

ことができるようにしている

  ' - ・2 ' ' 舞岳ふれあいロード （単位：K  1

3 . 0 0 0

2 . 5 0 0

2 . 0 0 0

1 . 5 0 0

1 . 0 0 0

5 0 0

  平成2 6 年 平成2 7 年

   舞岳ふれあいロード 2 . 1 3 5 1 , 8 1 7

平成2 8 年

1 . 7 5 5

  平成2 9 年 平成3 0 年

  1 , 6 3 5 1 . 6 4 8

舞岳を頂点に扇状に広がる有明の台地にちなみ、S  8  8  8 段と全て末広がりの

平成S 年S 月S 日午前S 時に開通一.

緑あふれる自然の中で多くの人々のふれあいと健康づく りを願って造られた. .

全長3  k m , 標高差3 1 4  m . 片道約1 時間で，気軽にハイキンゲが楽しめる、
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④有明の森フラワー公園 c i ' R  ： ノ、1

6 0 . 0 0 0

4 0 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

平成2 6

年

  有明の森フラワー公園 5 3 , 1 0 2

  平成2 7 平成2 8

  年 年

  4 8 . 4 4 8 4 5 . 4 0 5

平成2 9

年

4 2 , 8 9 7

平成3 0

年

4 8 , 1 3 8

舞岳のふちと、県道愛野・島原線沿いにあり、眼下に有明海、背後には平成新山

を望む風光明媚な場所で、四季折々の花が楽しめる公園. 秋には、廿ルビアやコス

モスが、まるで花のじゆうたんのように咲き乱れ、公園内を埋め尽くし観光スポッ

卜として親しまれている、

また、この公園を会場として、6 月には地域の農畜産物等の特産品販売が行われ

る「島原ふるさと特産市」、1 ( : ) 月にはフリーマーゲ・. / 1 、やステージイベン・トなど

で賑わう「アリアケフェスタ」が開催されている: ，

  品雲仙岳災害記念館 一 , 、
  一 ( ' i ' . R  :  ノ、' )

2 2 0 , 0 0 0

1 7 0 . 0 0 0

1 2 0 . 0 0 0

7 0 , 0 0 0

雲仙岳災害記念館入館者数

平成2 6 年

9 9 , 0 7 7

平成2 7 年

9 6 , 0 9 2

平成2 8 年

7 9 , 2 0 5

平成2 9 年

7 6 , 5 2 6

平成3 0 年

1 8 2 , 4 2 3

島原地域再生行動計画のフロジェクトの一つとして、平成1 4 年に開館した火山

体験学習施設で、平成2 年1 1 月に始まつた雲仙・普賢岳の噴火活動から平成8 年

5 月の噴火活動終息宣言までの出来事を、映像や様々な資料に上り学ぶことができ

る島原半島ジオバークの中核施設である，

平成3  0 年4 月には施設がリニューアル十ーブンし、入館者数が大幅に増加した. .
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   ⑥ 平成新山ネイ手ヤーセンター ( 単位. 人）

3 5 . 0 0 0

3 0 . 0 0 0

2 5 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1 5 . 0 0 0

1 0 . 0 0 0

5 , 0 0 0

0

平成2 6 年平成2 7 年平成2 8 年平成2 9 年平成3 0 年

     平成新山ネイチャーセンター 2 1 , 7 8 7 2 0 , 7 6 6 1 7 , 2 1 4 1 6 . 6 3 1 1 2 . 7 4 1

島原半島ジオバークのジオ廿イトのー・つで、垂木台地という高台にあり「平成新山」

を最も近くで見ろことができろ、.

  ⑦ 鯉の泳ぐまち

昭和5  6 年から地域住民のまちづくりとして整備：平成2 1 年度には湧水庭園

四明荘を購入、平成2  7 年度には鯉の泳ぐまち観光交流センター「清流亭」をオー

アンし、さらに観光客の誘客を図っている- ,

③島原湧水群

島原市内には7  0 力所以上の湧水ボイントがあり. 全体の湧水量は1 日に2  ( ) 万

トンといわれている: 一四明荘、浜の川湧水、鯉の泳ぐまら，清流亭、武家屋敷水路

などが見どころ、

U ) 文化財の観光客の状況

旧島原藩薬園跡

3 . 0 0 0

2 . 5 0 0

2 . 0 0 0

1 . 5 0 0

1 , 0 0 0

5 0 0

0

・旧島原藩薬園跡来場者数

( 単位: 人）

平成2 6 年

1 . 8 7 8

平成3 0 年

1 , 2 3 6
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国指定史跡である旧島原藩薬園跡は、毎年千人を超える観光客が訪れている-

( 5 ) イベントの実施 く況

  ① しまばら温泉不知火まつり

毎年、1 0 月中旬に実施される秋の伝統行事、島原城薪能やしまばらガマダス阿

波踊り大会、不知火奉納舞台が行われる, 不知火奉納舞台では「歴史、文化や大地

の恵み・に感謝」を表現する伝統芸能や舞踊が披露される

  ② 島原ふるさと特産市

地域の農畜産物、海産物、加工食品等の特産品の販路拡大} t  P R 、また地産地消

を自的として、毎年6 月に有明の森フラワー公園で開催される, :

生産者と消費者とが直接情報交換ができろ場所として、観光客に好評であろ。あ

わせて、この季節は廿ルビアやマリーゴールドが公園内を彩り，景観を楽しむこと

ができる一

  ③ 島原ウィンターナイト・フマンタジ？

毎年、1 1 2 月上旬から1 月上旬主で、島原外港緑地公園で開催. . , アニマルゾーン

や力. . ，ブルゾーンなど、ゾーンごヒのイルミネーシ3 ンが飾らね、子どもから大人

支で楽しめる冬の風物詩と4 ' っている- ,

' < l  : 1  精霊i n t し

毎年、8 月1 5 日に市内各所で開催. . 3  0  0 年の長きに渡り続いていろ伝統行事

で、平成3  0 年度には5  4 隻の舟& が繰り出し、有明海へ流された一

  ⑤ 島原温泉ガマダス花火大会

毎午、8 月下旬に島原港で開催され、約3 .  0  ◦  0 発の花火が打ち上げられろ. .

例年、約4 万2 千人前後の観衆で賑; i フいを見せている.

  ⑥ アリアケフェスな

毎年、1 ( : ) 月下旬開催。有明の森フラワー公園で実施, 花の中の遊歩道にお

いてフリーマーケット，旬の味がお得な有明特産品販売なと'  が催される.

  ⑦ 島原ふるさと産業まつり

地場産業のP R を自的として開催されていろ，島原の特産品や地元産品・日常

品などを取り扱う店舗が一堂に会し開催さわる‘-
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  ⑧ 島原水まつり

昭和6  2 年から実施. 一毎年、水の週間に含わせS 月上旬に、市内の湧水スホ. ソ

卜で竹灯篭の設置や各種イベントヵ' 開催されろ.

  ⑨ 島原城下ひなめぐり

1 月下旬から3 月上旬まで実施. 商店街、観光施設、宿泊施設に種々のひな人

形を展示. . 平戍2  4 年から人間ひな行列に甲冑や装束隊b 加わった、

⑩島原城薪能

1 6  8  6 年( 貞享3 年) 3 月6 日、肥前島原藩初代藩主松平忠房が帰国するに

あたつて将軍綱吉す、り馬を拝領し. 閏3 月2  ( 3 日に島原に帰ろや、それを況って

の御能の会が催されたのが起源. 昭和5  8 年秋、日本古来の芸能と現代庶民との

文化の接点を求めて復活. . .

⑪ 平成新山島原学生駅伝

チーム
3 5

3 0

2 5

2 0

1 5

1 0

5
0

平成2 7 年度

男女別出場チーム数

  平成2 8 年度 平成2 9 年度

出場チーム総数（男子）

出場チーム総数¢ 女子）

・: ・出場チ- - ムィ. - ご・捻は十- - - - '

  3 3 3 3

  1 7 1 7

丁- 加チ- - ム^ を> 2 む

3 2

1 7

平成3 0 年度

3 2

1 4

令和元年度

3 2

1 5

駅伝大会は、「平成新山」を冠とする大会として、選手たちの力強い走りと、島原半

島ジオハーノノはもとより、島原の魅カ・情報を発信することで交m 人口の拡大と地域の

活性化に寄与することを目的に、平成1 0 年度から半島3 市で男子駅伝を開催一. 女子駅

伝t ，平成1 丁年度h ，ら開催している: , 平成2  0 年度h ，らは島原市のみで1 2 月の第1 週

の土曜日に開催しており、冬の一大スボーツイペントとして定着していろ. - .

本大会は、島原市内のコースにて男子が7 区間（5 7 . 7 4 キロ）、女子が5 区間（2 2 . 7 9

キロ) にて行われ、男子の優勝校には翌年度の出雲全日本大学選抜駅伝競走の出場植が

与えられる一令和元年度の優勝校は、男子「第ーエ業大学| 、女子「福岡大学（6 連覇）I

だった。
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⑫ 島原初市

3 月上旬開催，江戸時代初期、島原城築城の際に、各地から集められた労働者た

ちのために開かわた「市」が* 台まりとされる- 今では、島原を代表とすろ春の風物

詩のひとつであり、霊丘公園グラウンドに多くの出店が並び、飲食物や植木等の販

売を行う.

( 6 ）温泉施設の利用状況

  ① 島原温泉ゆとろぎの湯 什. , 、

9 0 . 0 0 0

8 5 . 0 0 0

8 0 . 0 0 0

7 5 . 0 0 0

7 0 . 0 0 0

6 5 . 0 0 0

6 0 . 0 0 0

5 5 . 0 0 0

   5 0 . 0 0 0 ー ー
  平成2 6 年 平成2 7 年

   島原温泉ゆとろぎの湯 7 7 . 4 5 0 7 6 , 1 5 6

平成2 8 年

7 4 , 1 9 3

平成2 9 年

6 8 , 7 6 6

平成3 0 年

7 1 . 3 0 7

島原市中心部の一番街アーケードに隣接し、「鯉の泳ぐ¢ ち」からも程近く .

平成2  0 年4 月1 日にオーアンした- ,

泉質は炭酸水素塩泉で美肌効果があり、敷地内には足湯や飲泉所があり、駐車場

b 完備しており、観光客も気軽に島原温泉を堪能出来る施設一

  ② 有明温泉美人の湯 ( 単:  ノ、)

8 0 . 0 0 0

7 5 . 0 0 0

7 0 . 0 0 0

6 5 . 0 0 0

6 0 . 0 0 0

5 5 . 0 0 0

5 0 . 0 0 0

有明温泉美人の湯

平成2 6 年

7 2 . 5 2 3

平成2 7 年

7 1 . 4 7 6

平成2 8 年

7 3 , 8 1 3

平成2 9 年

7 1 . 2 8 0

平成3 0 年

6 6 , 4 8 3

平成1 5 年1 2 月、有明福祉センター付近で温泉採掘に成功し, その温泉は

入浴十ると肌がツルツルになることから「美人の湯」と名付けられた. . .

・4 り・



  1  ・' i ' '  " J ぐ湯、あL 湯 （単位- A J

9 . 0 0 0

8 . 0 0 0

7 . 0 0 0

6 . 0 0 0

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0

3 . 0 0 0

2 . 0 0 0

1 , 0 0 0

   平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年

   6 . 5 1 1 5 . 7 7 9 6 . 0 7 5

有明福祉センター; こ隣接しているうで湯及びあし楊. . 料金は無料である. .

④ 島原温泉の特徴

島原温泉( 2 源泉の混含泉) 元池源泉と観音島源泉を3  :  7 の割合で混含

泉質：マゲネシウム・十トリウムー炭酸水素塩温泉、泉温：6 1 . S  '  C '

加温前泉温3  0 . 1 C

島原温泉泉源公園とゆとろぎの渴に無料の足湯を設置

島原市内6 力所に飲泉所を設置

【，考】

雲仙温泉

泉質：酸性硫黄泉

小浜温泉

泉質: 塩化物泉、泉温：1 0  5 で

0

うで湯、あし湯

( 美人の湯）

平成2 6 年

7 . 1 6 2

平成2 7 年

7 . 6 8 9

・4 1 -



( 7 ) 島原の特産品、郷土料理

①特産品（農水産物）

アガザミ（有明ガネ）

ここでい・' )  「有明ガネ」とは「ワタリガニ」のことを指し吏ナ. . 一有明海沿岸で

獲れ、夏は7 月からり月にオスの「ガネ」が、冬は1 1 月から4 月に卵を持ったメ

スの「ガネ」が美味です, ：一般的な・食べ方は塩ゆでで、ぎゅっと詰まった身は甘

くて風味豊かです, . また、ミゾや卵も食通をうならせる味わいです. . ,

イガンバ

島原地方の方言では。河豚（ふぐ）のことを総称して「ガンバJ と呼びま十、語源

は外国語に由来すろものを含めて諸説ありま于が、あまりに美味しいので、命と引

き換えに「龕( がん) ( 棺のこと>  桶を用意してでも食べたい」( 龕ばーガンバ. ) と

の切なる思いを代弁したもの、との説が一般的です. . 魚領図鑑等によれば、河豚の

種頻は1 0  0 以上あるといわれていま十が、日本近海に生息しているのは約5  0

種類。

島原地方で食べられているのは主に、「トラフグ」と「ナシフグ（通称. ムキガ

ンバ）」の二種煩でナ, . 「ガンベ」料理は秋( 彼岸) から春( 妓岸) にかけてが、

シーズンでナ: 一島原の人ケは花見の時に、郷土料理の「湯引き」や「ガネ炊き」

を持ち込んで酒の肴としています一

ウ海苔

遠浅で波静かな育明海では昔カ・ら、対岸の熊本や福岡、佐賀と競うかのように「海

苔」の養殖が盛んに行われていま十、種付け（菌の植え付け）は十月ごろから始ま

り、十二月から三月頃にかけて収穫され主ナ. 収穫された海苔は、ほヒんどが薄い

板状に乾燥させた「乾海苔」として出荷されます. . 軽くあぶった「乾海苔」の香り

と食感は食欲をそそりま十, 一また、生産施設は「ノリヒビ」と呼ばれ、冬の風物詩

k もなっており、写真愛好家にとっては絶好の被写体として高い人気を誇っていま

す.

ェ大根

大地にまっすぐ根をおろし、太くしっかりと育った大根. ，雲仙・普賢岳の火山

灰土を利用した土地は水はけが良く、光沢のあるなめらかな肌の大根となります- ,

実力' 詰まり甘みヵ' あるので、おでんなどの煮物のほか，サラゲなど牛. 食I こも適し

ていま十

才白菜

白菜は「養生三宝」（白菜、大根. 豆腐) と言われる食材の一つ. : 冬の寒さに負

けず雲仙・普賢岳を背景にもつ広大で肥沃な大地の栄養をたっふり蓄えま十ーハ

ウス・トンネル栽培での「春はくさい」の生産が盛んで、全国でも指折りの産地

となってい主す一

力ん参

そよそよとなびく緑の葉の下は鮮やかな橙赤色の人参. 一. その色の濃さは、バカ

ロチンが豊富な表れです- , 果肉は、柔らかく甘みを含んでおり、色の美しさゆえ、

- 4 2  -



和風にも洋風にt 料理を鮮やかに彩ります

②特産品（工芸品等）

ア島原焼

島原焼塞元は、昭和6  0 年、南崩山町に創業しました生地に島原半島南部

の土を使い、釉薬には眉山のセレクト土、みかん灰、わら灰などを使用して食器、

茶器、花器などが制作されています，雲仙・普賢岳の火山灰をそのまま天然の軸

薬として用いた、落ち着いた色合いが特徴で十，島原焼「流し掛け軸四方大皿」

は、平成八年の新春に、皇居応接の間を飾ろ栄誉を| 号っていま十：

イ島原木綿

有明町史によると、江戸時代既に「島原木綿J について記されており、大正・昭

和初期になると大三東村・湯江村・三会村・杉谷村を中心に盛んに織られ、品質の

良い織布は更に足踏み改良機の出現によって、九州一円、関西、朝鮮と販路を広げ

たと記されていま十一, 当時の記録では、県下の機数は1 , 1 リ6 台、大三東村だけ

でも6  0  0 台余りありま十, . , 織りの中心だったことがわかります. ，その島原木綿も

化学娥維の進出、衣料の大量生産時代を迎えたことで人々の記憶ヵ '  ら・も薄れていき

主した. _

昭和6  2 年の有明町記念行事を契機に島原木綿再現の機運が高まり、数人の婦人

によって実現しました. . その後保存会が発足し、以後約2  0 年、平成の島原木綿と

して現在約1 0 数名の会員に上つて織り継がれていま十, 一島原木綿はL ともと仕事

着として織b れ、禍立ては男禍（細）・女禍・若者禍（太} に大別されていました: ，

有明町民族資料館には大正・昭和初期の白絣・紺絣もありまナが、多 く は縞木綿で

占めら; h ています, _

ウ和ろうそく

寛政4 年( 1 7  9  2 )  4 月，大地震による眉山崩壊で津波が城下町を襲い、その

復興に藩財政は大変困っていました一. . 藩ではハゼ・木蝋の増産でその危機を切り抜

けています. ーハゼの実百万斤の生産体制をとり. 大阪商んへ売出して. 年7 千へ9

千両の収入を上¢ ナ' ていたよ、です。他の木よりt 良質の実が多量に結実十る変種Z J i

杉谷村で発見され、昭和3  5 年( 1 9  6  0 ) 、その「昭和福ハゼ」は、長崎県の天然

記念物に指定されました一その和ろうを県下で唯一. 郷土の伝統産業ヒして根付か

せようとしているところが，有明町の本多木蝋一L 業所で十, 一

西洋ロウソクは吹けば十ぐ消えま十が、和ロウソクはゆらぎながらも少ケの風で

は消えません, ：また、和ろうの用途は、ロウゾクはもちろん. 化粧品・薬・ボール

へン・ヒン付け( 由なと多種多様にわたっています- ,

③郷土料理

アガンバ（ふぐ）料理

ガンバ料理の代表格と言えば「湯引き」と「ガネ炊き」です: 「湯引き」は、厚

切りにした身をさっと湯通しして、氷水で身を引きL . めま十- . タレはダイダ・イ酢( な

 け; πばボン酢）- 薬味には地元で「フクシュ」と呼ばれるニンニクの茎のほか、悔

干し。ネギ、モミジおろしなどを使います. ：「ガす、炊き」は余った骨の部分を使用

しま十一, 通常の煮付けと違って、煮汁にそのまま浸けないで「乾煎り」するのがコ

ツです、，そのときに出るアフ‘' クが「まろで蟹のようだ」ということから名前が付い
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たと言われています. . . 炊き合わせの材料はタケノコやフクシュ、悔干しなどです. -

イガネ（: カニ）料理

「ワタリガニ」のことを地元では「ガネ」と呼び主十. ：

調理方法はいたってシンフル. お湯を沸かしながし2 0 分ほビ茹でれば、極上の

味ができ上がりi 寸一: その際に注意しなければならないのは、しっかりと脚の部

分をくくりつけておくこと最初から熱湯に浸けないこともポイントで十甲羅

に日本酒の熱憫を注ぎ込んでいただく「ツザケ」の味はまた格別一杯目はその

まま. . . 二杯目からは柿色がかった「セキ」を溶かしながらいただきま十

ウかんざらし

白王粉で作った小さな団子を冷水で冷やし、蜂蜜、砂糖等で作った特製の蜜を

かけたもの島原城や市内の飲食店で食べられ、最終的な味付けはその店の秘伝,

浜の川湧水に隣接する「銀水」は、かって「かんざらし」の名店として多くの

著名んが訪れ、テレピ番組等で幾度となく紹介されたことで「かんざらしJ の名

前は一躍全国版となりました. .

また、平成3  0 年2 月には、島原を舞台としてN H K 長崎地域発ドラマ「かん

さL > しに恋L て」Z p 放送されています. - ,

ェ具雑煮

島原邪土料理の代表格, 一正月の雑煮は各地で色セと違いますが、島原地方の雑

煮は具だくさんで、山の幸、海の幸がいっはい盛り込まれていて、豊かな島原の

産物を集大成化したようなむのです, ：また、一説には、その考案者は一揆軍の稔

大将、天草四郎時貞、とも言われています- ,

材料は、鶏肉、ァナゴ、シロナ、いンコン、ゴボウ，凍り豆腐、惟茸、卵焼

今、丸もち、春菊など十数種類. . 平成1 9 年には、農林水産省のr 農山漁村の郷

土料理百選」に卓袱料理と並び選定されていま十一. .

才島原手延べそ- 5 めん

島原め乱の後、瀬戸内海の小豆島など力' らn 住してきた人々によって製造がは

じまったとされています, ：手延べ素麺は小麦、塩、綿実油、水を原料として製

造さ; h t す一熟成の時間も必要となるため，1 回の製造に1 - 一2 日かかります,

厳選され. た小麦粉を用いるのはいつまでもありませんが，粉を兒極め、その性質

を最大限に生かしながら最高の状態のめんに仕上げてI 、< のが伝統の技術です、

島原手延べそうめんの特徴は何といっても腰の強さです一夏の暑い日に食べろ

冷やしそうめん{ ，最高ですが、地獄そうめんを作る時のように、煮込んでもなか

なか煮崩れないのが自慢です: ,

力ろくベえ

かつて島原一帯が大飢饉に見舞われた際に、名主の六兵衛という人が考え出し

たとされろ耐乏食で十、暖かい気候の島原では早くから甘薯作りが盛んでした, 一,

それで凶作も乗り越えることができたそうです。原料の廿ツマイモの粉に、つな

ぎに粘性のある山芋を使用しています: ，見た目は太麺めソバのよですが、甘味

があるのが特徴で十ーダシはすまし汁で、ねぎや七味唐辛子をかけると美味しさ

が増しま十。

- 4 4  -



5 . 社会福祉、保健、環境

⑴生活保護の状況

  ①生活保護世帯、人数の推柊 嘩f ンL k 帯じ：は帯. んU 八，

7 0 0

6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

2 0 0

1 0 0

     4 4 0 4 5 3 4 2 2 4 0 6 3 9 0

      6 0 3   5 9 4  5 5 2  5 2 0  4 7 2

生活保護世帯は、

前年より減少したが

依然高水準h なって

いる一, 無年余や低年

余の高齢音の增加、

長弓|  く景気の低迷等

による預貯金の減少

等が要因にあろ，

②生活保護の実人数及び保護率の割含（令和元年1 2 月末)

実人数（人）
半島における

割合（% )

県における

割合（% )
保護率（% ）

島原市 4 7 6 3 3 . 4 1 . 7 1 . 0 9

雲仙市 5 9 8 4 1 . 9 2 . 2 1 . 4 3

南島原市 3 5 3 2 4 . 7 1 . 3 0 . 8 2

半島3 市 1 , 4 2 7 5 . 1 1 . 1 1

長崎県 2 7 , 8 0 7   - ノ 2 . 1 0

島県市は、長崎県内と比較すると、実人敦に占めろ割合は約1 . 7 % 程度となっていろ

( 2 )  f 呆育所・幼椎園の状況( 島原半島3 市、合和2 年1 月1 日現在)

施設数（園）（※1 ) 半島での

副合1 ‘% :

入園児数（人） 半島での

入固児数

副合d計 保育所 幼稚園 迂定こども園 計 保育所 幼稚園 I で定ことも園

島原市 2 6 2 0

0 6

3 0 . 2 1 , 9 8 3 1 . 3 5 9

0

6 2 4 3 5 . 9

雲仙市 2 8 2 1

0 7

3 2 . 6 1 , 8 1 1 1 , 1 5 4

0

6 5 7 3 2 . 8

南島原市 3 2 2 4

1 7

3 7 . 2 1 , 7 3 4 1 , 1 5 2

7

5 7 5 3 1 . 3

合計 8 6 6 5

1

2 0 1 0 0 . 0 5 , 5 2 8 3 , 6 6 5

7

1 , 8 5 6 1 0 0

 半島3 市の中で、島県一市はし施β数が最も少ないがx 入團児数は多い。

( ※1 ) 施設数は、休園中の園を除く. . （島原市：幼稚園2 園、雲仙r H : 保育所1 園)
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( メ）i s 療の: b t j 兄

①医療施設（精神科病院及び一般診療所を含む)

病院数
病院数の半島
内割合（% )

病院病床数
( 床）

病床数の半島
内割合（% )

人口対千人

病床数( 床）

島原市 4 9 3 9 . 2 1 , 3 2 9 4 8 . 9 3 0 . 5

雲仙市 4 0 3 2 . 0 7 9 9 2 9 . 4 1 9 . 1

南島原市 3 6 2 8 . 8 5 9 1 2 1 . 7 1 3 . 7

半島3 市 1 2 5 2 . 7 1 9 2 1 . 2

長崎県 1 . 5 3 2 2 9 , 5 7 6 2 2 . 3

島原市の医療施設数い病院、病床）及び人口千人当たりの病床数は、半島3 市の中

で最も多く、人口対千人当たりの病床数については長崎県と比較しても多い, -

②医師数

医師数( 人）
医師数の半島
内割合( % )

人口対千人
医師数（人）

島原〒 1

1 2 2 4 7 . 5 2 . 8

雲仙

了

8 2 3 1 . 9 1 . 9

南島原市 5 3 2 0 . 6 1 . 2

半島3 市 2 5 7 2 . 0

長崎県 4 , 3 0 0   3 . 2

島原市の医師数及ひ人口対千人当たりの医師数は、半島: j 市の中で最も多いが.

長崎県と比¢ すると少ない.

③歯科医院・医師数

歯科医院数
医院数の半島

内割合( % )

歯科医師数

( 人）

医師数の半島

内割合( % )
人口対千人

歯科医師数（人）

島原市 2 8 3 7 . 8 4 1 3 9 . 8 0 . 9

雪仙市 2 3 3 1 . 1 3 5 3 4 . 0 0 . 8

南島原市 2 3 3 1 . 1 2 7 2 6 . 2 0 . 6

島原半島 7 4 1 0 3 — — 0 . 8

# 崎県 7 2 9 1 . 1 9 2 0 . 8

島原市は、どの項目も半島3 市の中で最も多く、人口対千人当たりの歯科医師数に

ついては、県上りt ・，多いことがわかろ
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④薬剤師の状況

薬剤師数( 人）
薬剤師数の半
島内吾l j 合（% )

島原市 1 0 9 5 2 . 7

雲仙市 5 7 2 7 . 5

南島原市 4 1 1 9 . 8

半島3 市 2 0 7

長| ^ 県 2 , 9 2 5

人口対千人

薬剤師数( 人）

2 2

島原市の薬剤師敦及びん口対千人当たりの薬剤師故については、半島3 市の中で最

L 多く、県と比較しても多いことがわかる. _

( 4 ) ゴミの状況（平成・3  0 年度）

年間排出量⑴

( ※1 )
一人1 日当たり排出量（g )

リサイクル率（〇/ 〇)

( ※2 )

島原市 1 9 , 4 7 4 1 , 1 7 7   F 1 9 . 7

雲仙市 1 5 , 3 6 0 9 5 3   F 1 4 . 4

南島原市 1 6 , 1 2 9 9 5 5   F 1 7 . 1

半島3 市 5 0 , 9 6 3 1 , 0 2 8   F 1 7 . 1

長鋤県 4 7 7 , 4 8 9 9 8 0   F 1 4 . 9

島原市のゴミの俳出量は，半島3 市の中では最も，高い数値となっていろが、リ廿イ

クル幸む高い

( ※1 ) 年間排出量・ ・可燃ごみ、資源・不燃ご: なの含計

( ※2 ) リサイクルに・・廃棄物からのw 源回収率の二と

- 4 7 -



6 . 教育、文化

( 1 ) 小学校の状況

①学校数、児童教

学校数
学校数半島
内割合（% )

児童数（人）
児童数半島
内割合（% )

人口対千人

児童数（人）

島原T

7

1 0 2 1 . 7 2 . 3 1 1 3 4 . 6 5 2 . 5

雲仙

T

1 9 4 1 . 3 2 , 2 0 2 3 3 . 0 5 1 . 7

南島原市 1 7 3 7 . 0 2 . 1 6 1 3 2 . 4 4 9 . 0

半島3 市 4 6 6 . 6 7 4 5 1 . 0

長崎県 3 3 0 7 1 , 2 7 7 5 3 . 1

半島; 3 市における、島原市の小学校数は一番少ないが、児童故は一番多い-

②教員故

教員数( 人）
教員1 人当たり

児童数（人）

島原市 1 7 6 1 3 . 1

雲仙市 2 2 3 9 . 9

南島原市 2 0 1 1 0 . 8

半島3 市 6 0 0 1 1 . 1

長崎県 5 . 3 7 6 1 3 . 3

半島3 市における、

島原市の教員1 人当たり

の児童数は一番多い,

( 2 ) 中学校の状況

①学校数、生徒数

学校数
学校数半島
内割合（% )

生徒数（人）
生徒数半島
内割合（% )

人口対千人

生徒数( 人）

島原市

5

2 5 . 0 1 , 1 2 9 3 4 . 0 2 5 . 6

雲仙市

7

3 5 . 0 1 , 0 7 6 3 2 . 3 2 5 . 3

南島原市

8

4 0 . 0 1 , 1 2 2 3 3 . 7 2 5 . 4

半島3 市 2 0 3 . 3 2 7 2 5 . 4

長崎県 1 8 9 3 6 , 5 0 1 2 7 . 2

 半島3 市における、U 里市の中宅β数は一番少なL 、が. 生徒数は一番多L 、，

②教員数

教員数（人）
教員1 人当た

り生徒数（人)

島原市 9 4 1 2 . 0

雲仙市 1 0 6 1 0 . 2

南島原市 1 1 6 9 . 7

島原半島 3 1 6 1 0 . 5

長崎県 3 . 3 1 4 1 1 . 0

半島: j 市における，

島原市の教員1 人当たり

の生徒数は一番多い
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⑶高等学校の. 伏況

学校数、生徒数

学校数
学校数半島

内割合( % )
生徒数( 人）

生徒数半島

内割合( % )

島原? 1

5

5 5 . 6 1 , 9 7 8 7 0 . 9

雲仙力 1

2

2 2 . 2 4 3 2 1 5 . 5

南島原市

2

2 2 . 2 3 7 9 1 3 . 6

半島3 市

9

2 , 7 8 9

長崎県 7 9 3 7 . 6 9 4

半島3 市における、島原市の高等学校数は一番多く、生徒教I - 番多い.

②教員数

教員数( 人）
教員1 人当た

リ生徒数( 人）

島原〒 1 7 4 1 1 . 4

雲仙 5 4

南島原市 5 3

半島3 市 2 8 1 9 . 9

長崎県 3 , 1 7 1 1 1 . 9

半島3 市における、高等

学校教員1 ん当たりの生徒

数は、一番多い, -

（1 ）一特別支援学校の状況

島原市 長崎県 県内割合( % )

学校数

1

1 8 5 . 6

児童・生徒数 1 3 7 1 . 6 6 5 8 . 2

教一数 8 9 1 . 0 7 8 8 . 3

教一1 人当たり生徒数 1 . 5 1 . 5   

島原市には、特別支援学校が1 1 交設置されている
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( 5 )  図書館ゾ) 状況

①図書館、図書室等及び登録者

公立図書館数
公民館図書室

等数
登録者数( 人）

人口千人当た

リ登録者( 人）

島原t

2 5

5 1 , 5 5 2 1 , 1 8 6 . 1

雲仙? 1

1 6

1 5 , 2 9 3 3 6 4 . 7

南島原市

6 2

2 2 , 9 7 2 5 3 0 . 1

半島3 市

9

1 3 8 9 , 8 1 7 6 9 7 . 7

長崎県( ※1 ) 3 7 1 4 5 5 9 2 , 6 6 8 4 4 6 . 5

( ※1 ) 長崎県は県立図書館を除く市町の分の合計

島原市は、図書館を2 館設置しており、人口千人あたり靜録者（該当市以外の住民

至> ? む）につL 、てはj 島3 一市の中で一番: 多い.

②蔵書数、資し出し冊数

蔵書数
蔵書数半島
内割合( % )

人口1 人当た

り蔵書冊数
年間貸し出し

冊数

人口1 人当たり

貸し出し冊数

島原T 1

2 2 3 , 7 5 2 2 4 . 6 5 . 1 2 3 2 , 5 5 1 5 . 4

雲仙

f
i 1 6 7 . 0 3 1 1 8 . 4 4 . 0 2 0 8 . 2 1 7 5 . 0

南島原市 5 1 9 , 2 3 5 5 7 . 1 1 2 . 0 3 8 2 , 3 2 8 8 . 8

島原半島 9 1 0 . 0 1 8 7 . 1 8 2 3 . 0 9 6 6 . 4

長崎県 5 , 8 4 1 , 0 5 8 4 . 4 7 , 0 2 8 , 0 7 6 5 . 3

( 注: 長崎県 よ県立図書館を除 く市町分の合計）

島原巾’の人U 1 人当たり蔵書冊故汝び' ¢ し出し冊数は、長崎県と比較してむ多い,
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⑹文化財の状況

①指定文化財の状況（平成3 1 年3 月末現在}

国指定文化財数

5

県指定文化財数 1 1

市指定文化財数 7 8

区別 種 別   名 称   所 在 指定時

1

国

特別名勝 温泉岳 温泉岳国有林 昭和2 7 年3 月2 9 日

2 国

天然記念物 普賢岳紅葉樹林 温泉岳国有林 昭和3 年3 月3 1 日

3 国

天然記念物 野岳いぬつげ群落 温泉岳国有林 昭和3 年3 月3 1 日

4 国

史跡 旧島原藩薬園跡 小山町4 7 0 3 昭和4 年4 月2 日

5 国

天然記念物 平成新山 三会・安中温泉岳国有林 平成| 6 年4 月5 日

6 県

史跡 まだれいな銘キリシタン墓碑 山寺町共同墓地 昭和2 年| | 月8 日

7 県

天然記念物 有明町の大樟 有明町大三東甲2 1 1 4 昭和3 3 年6 月5 日

8 県

天然記念物 熊野神社の大クス 杉山町 昭和3 5 年7 月1 3 日

9 県

天然記念物 熊野神社の大ムク 杉山町 昭和3 5 年7 月| 3 日

1 0

県

天然記念物 島原イチゴ自生地 南干本木町 昭和3 5 年3 月2 2 日

1
1

県 有形文化財

( 歴史資料）
混一疆理歴代国都地図 本光寺 平成| | 年2 月| 7 日

1 2

県 有形文化財

( 歴史責料）
日本大地図3 鋪( 一組） 本光寺 平成1 7 年3 月2 5 日

1 3

県 有形文化財

( 考古責料）

景華園遺跡出土の

一括遺物百二十二点
城内一丁目島原図書館 平成1 8 年3 月3 日

1 4

県 有形文化財 刀折返銘神氣附

本阿弥光温折紙一通
城内一丁目島原城 平成1 9 年8 月3 1 日

1 5

県 有形文化財

( 典籍）
肥前島原松平文庫 城内一丁目島原図書館 平成2 5 年3 月2 9 日

1 6

県

史跡 島原城跡 城内一丁目1 1 8 1 - 5 ほか 平成2 8 年2 月2 8 日
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7 . 市民生活

（1 ）居住、安全

  項 目 数値 単位   備 考

消防団員数 6 2 6 人 平成3 1 年4 月1 日現在

消防団員数

( 人口千人当たり）
1 3 . 9 人

年間出火件数 1 9 件 平成3 0 年中実積

【交通間係】

  項 目 数値 単位   備 考

交通事故発生件数 1 4 3

件 平成3 0 年中実積
( 雲仙市1 4 3 件、南島原市9 1 件）

交通事故発生件数
( 人口千人当たり）

3 . 1 8

件

令和元年1 2 月3 1 日現在4 5 , 0 0 0 人

交通事故発生件数
( 1 日当たり）

0 . 3 9 件

【刑法犯関係】

  項 目 数値 単位   備 者

年間刑法犯認知件数 1 3 7

件 平成3 0 年中実積
( 雲仙市6 7 件、南島原市7 7 件）

刑法犯認知件数

( 人口千人当たり）
3 . 0 4

件 令和元年1 2 月3 1 日現在4 5 , 0 0 0 人

( 平成3 0 年「交通統計」）

刑法犯認知件数
( 1 日当たり）

0 . 3 8 件

【自主防災会関係】
  項 目 数値 単位   備 考

自主防災会数 2 2 6 団体

自主防災会組織率 1 0 0 % 平成3 1 年4 月1 日現在

( 2 ）水道

( ※平成3 1 年3 月末現在)

  項 目 数値 単位 備考

給水人口 4 4 . 5 9 9

人

雲仙市

4 3 , 4 0 1 人
南島原市

4 2 , 2 1 5  人

給水率 9 9 . 3 % 9 9 . 6 % 9 9 . 9 %

年間給水量 6 ，1 1 5  千H
千r r i

5 . 9 2 8
 千m

5 , 2 7 1

年間給水量
( 1 世帯1 日当たり）

8 5 5 β 9 3 ち

β

8 2 9
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( 3 ) 町内会・自治会

  項 目 数値 単位   備 考

町内会・自治会数 2 2 6 団体 平成3 1 年4 月現在

集会施設数 1 1 2 館

集会施設設置率 4 9 . 6 %

町内会・自治会

加入世帯
1 3 , 3 2 2 世帯 令和元年5 月現在

町内会・自治会

加入車
6 7 . 7 % 令和元年5 月現在
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8 . 財政

¢ 1 ) 島原市の歳入、歳出の状況

①歳入決算の推移
¢ 単位：L j 万| | | 1

4 0 . 0 0 0

3 0 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1 0 . 0 0 0

0

> — -      ・ 寒 ・  , ―<

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

一* 一島原市 2 1 , 2 4 8 2 4 r 0 7 6 2 3 , 4 6 3 2 3 , 9 6 6 2 1 . 6 5 3 2 3 . 3 4 5

雲仙市 2 9 , 5 3 3 3 0 r 0 7 7 2 9 , 7 6 3 3 1 , 0 0 6 3 0 . 4 2 7 2 9 r 4 0 6

南島原市 3 1 . 1 3 2 3 3 , 2 8 2 3 4 . 3 9 4 3 3 , 9 9 6 3 5 . 7 6 9 3 2 , 6 8 5

  【歳入決算の割含】 （単位：H 万円1

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 フ年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

県内市町 7 4 3 , 3 2 0 7 5 8 , 9 8 8 7 5 5 , 9 5 2 7 5 5 , 5 3 3 7 6 9 , 1 0 1 7 6 7 , 7 1 2

島原市の割合   F 2 . 9 %   F 3 . 2 。。 3 . 1 % 3 . 2 % 2 . 8 % 3 . 0 %

半島3 市 8 1 . 9 1 3 8 7 , 4 3 5 8 7 . 6 2 0 8 8 , 9 6 8 8 7 , 8 4 9 8 5 . 4 3 6

島原市の割合   " 2 5 . 9 %   F 2 7 . 5 % 2 6 . 8 % 2 6 . 9 % 2 4 . 6 % 2 7 . 3 %

②歳出決算の推移
( 単位：u ^ l ' D
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4 0 . 0 0 0

3 0 ・ 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1 0 , 0 0 0

0

  一 一 '  ・ ' ~ ・— — *

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

・島原市 2 0 , 9 5 6 2 3 , 5 9 6 2 3 , 1 4 8 2 3 . 5 6 6 2 1 . 3 4 5 2 3 , 0 3 9

雲仙市 2 8 , 3 9 9 2 8 , 9 5 1 2 8 , 5 7 9 2 9 . 5 3 0 2 9 . 3 2 7 2 8 , 3 7 9

南島原市 2 8 , 4 1 7 3 1 , 1 1 5 3 2 , 1 9 3 3 1 , 7 9 8 3 3 . 9 2 0 3 0 , 7 8 6

【歳出決算の割台】 ( . 単泣：L J 万| 1 D

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

県内市町 7 2 1 , 3 4 0 7 3 9 , 7 8 1 7 3 1 . 7 3 8 7 3 3 . 5 5 1 7 4 6 . 5 9 1 7 4 4 , 4 0 3

島原市の割合   F 2 . 9 %   F 3 . 2 % 3 . 2 % 3 . 2 % 2 . 9 % 3 . 1 %

半島3 市 7 7 , 7 7 2 8 3 , 6 6 2 8 3 . 9 2 0 8 4 . 8 9 4 8 4 . 5 9 2 8 2 . 2 0 4

島原市の割合   ' 2 6 . 9 % '  2 8 . 2 % 2 7 . 6 % 2 7 . 8 % 2 5 . 2 % 2 8 . 0 %

【人口1 ん当たり歳出決算額】

:  丁円)

歳出決算額

島原市 5 0 8

雲仙市 6 5 1

南島原市 6 7 4

2 ）島原市の地方債、積立金の状況

  ①地方債現在高の推移 （一単位：日一万円)

3 0 . 0 0 0

2 5 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1 5 . 0 0 0

1 0 . 0 0 0

5 , 0 0 0

0

      1

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平) 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

―・―島原市 1 8 5 5 6 1 9 , 6 5 2 2 0 2 5 2 2 1 . 0 3 6 2 0 , 7 0 0 2 1 . 4 2 9

雲仙市 2 4 , 6 6 9 2 1 5 1 7 2 2 , 1 0 7 2 1 , 0 5 4 2 0 , 6 2 9 2 0 ^ 6 5

南島原市 2 7 7 2 7 2 6 , 8 9 6 2 5 2 8 8 2 2 . 5 1 0 2 1 , 3 2 4 1 9 . 9 5 8



【地方債現在高の割含】
( 巾位：百. . 1 ・/ 円)

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

県内市町 7 7 9 , 9 0 0 7 8 2 , 3 4 6 7 7 4 , 6 7 3 7 6 4 , 0 9 5 7 5 3 , 2 3 2 7 5 0 , 2 5 6

島原市の割合   F 2 . 4 %   F 2 . 5 % 2 . 6 % 2 . 8 % 2 . 7 % 2 . 9 %

半島3 市 7 0 , 9 5 2 7 0 , 0 6 5 6 7 , 6 4 7 6 4 , 6 0 0 6 2 , 6 5 3 6 1 , 7 5 2

島原市の吾l j 台 F  2 6 . 2 % F  2 8 . 0 % 2 9 . 9 % 3 2 . 6 % 3 3 . 0 % 3 4 . 7 %

【人口1 人当たり地方債現在高】

( 単位：丁・円)

地方債現在高

島原市

雲仙市

南島原市

②積立金現在高くハ推柊
( 屯位：百. リ円>

2 5 . 0 0 0

2 0 . 0 0 0

1 5 . 0 0 0

1 0 . 0 0 0

5 , 0 0 0

0

        *  ・ 

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平椒7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

ー・- 島原市 7 , 4 5 4 6 . 7 7 7 6 3 3 9 6 , 6 3 4 6 , 6 6 4 6 J 6 1

雲仙市 1 9 . 3 9 6 2 0 B 7 0 2 2 3 8 3 2 2 , 8 8 9 2 3 , 3 9 9 2 3 . 4 0 8

南島原市 2 0 5 2 3 2 2 . 6 8 5 2 2 J 5 6 2 0 , 6 1 6 1 9 , 3 2 7 1 8 D 7 6

  【積立金現在高の割合】 （単位：白万H ' )

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

県内市町 2 2 3 , 1 7 3 2 3 7 , 1 8 6 2 5 6 . 3 6 5 2 6 4 , 7 5 7 2 6 4 . 1 9 0 2 5 9 , 9 9 4

島原市の割合 3 . 3 % 2 . 9 % 2 . 7 % 2 . 5 % 2 . 5 % 2 . 4 %

半島3 市 4 7 , 3 7 3 5 0 , 3 3 2 5 1 , 5 7 8 5 0 , 1 3 9 4 9 . 3 9 0 4 7 , 8 4 5

島原市の割台 1 5 . 7 % 1 3 . 5 %   - 冗- 1 3 . 3 % 1 3 . 2 % 1 3 . 5 % 1 3 . 3 %



【人口1 人当たり積立金現在高】

( 単位: 千円）

積立金現在高

島原市   F 1 4 0

雲仙市   F 5 3 7

南島原市 3 9 6

⑶各種指数

①財政力指数 ( 車位：" 〇）

0 . 5 0

0 . 4 0

0 . 3 0

0 . 2 0

0 . 1 0

0 . 0 0

     ー ー ・ 4 ーー ・

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

ー・~ 島原市 0 . 4 1 0 . 4 1 0 . 4 2 0 . 4 2 0 . 4 3 0 . 4 4

雲仙市 0 . 2 8 0 . 2 7 0 . 2 7 0 . 2 7 0 . 2 7 0 . 2 7

南島原市 0 . 2 6 0 . 2 6 0 . 2 6 0 . 2 6 0 . 2 6 0 . 2 5

財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指標であり, 自主財源の割合が

高いほど数値が高くなるもので、財政力が強い団体となる

島原市は、半島3 市の中で最も高い数値を示している- .
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②経常収支比串
{ . 単位: ‘し. )

9 5 . 0

9 0 . 0

8 5 . 0

8 0 . 0

7 5 . 0

7 0 . 0

    、事 ―・

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

―島原市 9 2 . 3 9 3 . 2 8 9 . 6 9 0 . 3 9 0 . 7 9 0 . 9

S 仙市 8 2 . 0 8 0 . ? 8 0 . 6 7 9 . 3 8 4 . 0 8 6 . 5

南島原市 3 3 . 7 8 5 . 0 8 5 . 4 8 4 . 4 8 1 9 8 6 . 5

経常収支比串とは、地方公共団体の財政構造の弾力性を判断于るための指標であり、

比幸が高くなると弾力性を失いつつある状態となる-

皇厘市は. 比宇は高くほぼ横ばいの一状態が続し、ている. 一

③実質公債費比率
( 車泣: た)

1 2 . 0

1 0 . 0

8 . 0

6 . 0

4 . 0

2 . 0

0 . 0

平成2 5 年度 平成2 6 年度 平成2 7 年度 平成2 8 年度 平成2 9 年度 平成3 0 年度

島原市 6 . 2 5 . 4 4 . 6 4 . 3 3 . 9 4 . 0

雲仙市 8 . 9 6 . 7 4 . 6 3 . 3 2 . 6 2 . 9

南島原市 1 0 . 8 1 0 . 1 9 . 2 7 . 3 4 . 4 0 . 8

実質公債費比率とは、一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に

対してどれくらいの割合になるかを示十もので、率が低いほど健全といえる,

3 市と比率は減少傾向にある. .
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( 4 ) 平成3  0 年度決算内訳の比較

①| 歳入決算

島原市

雲仙市 i l l 9 ・2 | ' | 1 1 0 . 8  1 1 .

南島原市   2 ^ 距^ | : 1 1 1 . 7  じ 1 1 9 . 3 1

      0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

  ・地方税・地方交付税・国庫支出金・県支出金 地方債 その他

②歳出決算

島原市 2 0 . 4

雲仙市

南島原市

1 2 . 7 1 4 . 3

1 1 . 8 9 . 7 1 4 . 1

           0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

  1 普通建設事業・人件費・扶助費・公債費 補助費等 物件費 その他
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9 . 市政の状況

⑴国. 県の指定状況

  ① 雲仙天草国立公園¢ 自然公園）「※県ホームベー>  長崎県の自然公園より」

昭和9 年3 月1 6  0 に指足された我が国最初の国立公国である. , 雲仙地域につい

ては雲仙火山のほぼ全域を含む我が国屈指の火山景観を中心としており、有明海と

セッI 、で大ハノラマを楽しむことができろ. .

( 面積）ヘクタール（海域を除く）

  ② 島原半島県立公園（自然公園) 「※県ホームヘージ長崎県の自然公園より」

昭和4  5 年1 月2  ◦ 日に県立自然公園に指定された. ，島原半島周辺の変化に富ん

だ海岸棟と、雲仙天草国立公園の固縁部及び史跡を中心とし、千ヶ石断層や愛野地

峡の雄大な景観、雲仙火山の関係十る溶岩円頂の猜葉山、眉山崩壊に上ってできた

九十九島、火山性山麓扇状地の礫石原，百花台等の特徴的な景観が見られる. ：

( 面積）1 , 8 3 5 ヘクタール（海域を除く）

( 2 ) 今後予定されていろ大型事業

①島原城築城4  0  0 年記念事業

1 6 1 8 年( 元和4 年) 松倉豊後守重政が築城開始し、1 6  2  4 年( . 寛和元年) に

7 年の歳月をかけて築いたとされ、2  0  2  4 年に築城4  0  0 年を迎える. . .
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②新庁舎建設整備事業

「市民の安全・安心を守り、島原らしい特性を生かした、コミュニテイの中核とL

ての庁舎」の基本理念のL とに現地建て替えによる整備を進めてきた島原市新庁舎が

台和2 年4 月に落成します、

引き続き、旧庁舎の解体工事を行った後，国道側の外構工事（駐車場整備等>  を行

いま十.
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1 0 . 我がまち自慢

⑴島原市の日本一. 日本初など全国ランツで上位に該当するレハ

  ① 白土湖

日本で一番小さい| ^ | 没湖

  ② 平成新山

日本で一番新しい山

  ③ 舞岳ふれあいロー ド

8  8  8  S 段の遊歩道の段数は日本一

  ④ 水無川砂防事業

全国初の無人化機械施工

  ⑤ ジオハー々国際ユネスコ会議（平成2 4 年5 月; ）

島原復興アリーナをメイン会場として、日本で初めて開催

  ⑥ 火山都市国際会議（平成1 9 年1 1 月）

アジア（日本）で初めての開催

  ⑦ 島原半島ジオバーク

「日本ジオバークJ 国内認定第1 号（平成2 0 年1 2 月）

「世界ジオバーク」国内認定第1 号（平成2 1 年8 月）

③自衛隊災害派遣日数（雲仙・普賢岳噴火災害時)

1 , 6  5  8 日( 平成3 年6 月3 日から平成7 年1 2 月1 6 日まで) は災害派遣と

しては過去最長. . ( ※参考第2 位は、東日本大震災の1 7  4 日)

㉞だいこんの年間収穫量( 平成・2  9 年)

春だいこん. . ・収穫量1 6 , 0 0 0 トンは全国で第2 位

秋冬だいこん・ ・収穫量1 7 , 1 0 0 トンは全国で第4 位

⑩はくさいの年間収穫量（平成2  9 年）

春はくさい・・・収穫量1 2 , り㈨トンは全国で第2 位

⑪にんじんの年間収穫量（平成2  I I ヤ: ）

春夏にんじん・ ・収穫量1 0 , 9 0 0 トンは全国で第3 位

冬にんじん・ ・・収穫量7 ,  S 6 0 トンは全国で第8 位

⑫眉山

日本三大難山の一つ（他は妙義山（群馬県）と茶臼山（長野県））

⑬旧島原藩薬園跡

 日本三大薬園跡の一つπ也は佐多旧薬園（鹿児島県）と森野旧薬園（奈良県））
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⑭島原温泉

環境省・観光庁・内閣府・経済産業富が後援とL て実施されている全国コンテスト

「温泉総選挙2  0 1 < 8 」で島原温泉が、「歴史・文化部門」で全国第1 位に輝いた一

⑮島原市温泉給湯所

民間工場からの排湯を熱源とするヒートホンブ方式に上り、高度な複含熟利用シス

テムを構築ナることで、C  0 2 排出量を約1 . ( ) 0 1 トン、年間6  8 °・〇、エネ/ しギーコ

フ、卜7  3  % 削減することに成功した. . こわにより「平成2  y 年度地球温暖化防止活動

環境大臣表彰( 対策技術先導導人部門) 」を受賞した: ，

( 2 ) 島原市の長崎県一、長崎県初なビ県ランクで上位に該当するれの

  ① 市制

長崎県内では市制施行3 番目

昭和1 ; 5 年4 月、長崎県下で3 番目に市制を施行一, 平成2  7 年4 弓1 日で7  5 周年を

迎えた一昭和3  0 年には三会村と、平成1 8 年1 月1 日には有明町と含併し平成2  8

年1 月1 日に1 0 周年を迎えた.

  ② 鶏卵年間産出額f 平成2 り年）

年間産出額3 3 0 千万円は県下で第1 位

' ・3 )  島原市島原湊

坂本龍馬長崎初上陸地

  ④ 豚の年間産出額（平成2  9 年）

年間産出額1 < 刊千万円は県下で第3 位

  ⑤ えび類の漁獲量（平成2  9 年）

年間漁獲量、1 1 1 トンは県下で第1 位

  ⑥ 島原守護神「しまばらん」

「ゆるキャラゲランブリ2  0 1 8 」にて、全国1 0 位、県下で第1 位（3 連覇）
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( 3 ) その他

①島原新聞

全国でも2 、3 紙しかない1 0  0 年以上続いている地方紙で、前身は明治3  2 年，

「開国新聞」という名で月3 回発行され、戦時中は言論統制により「長崎日報J に

統含さわたが、昭和2 1 年1 2 R 、再び「島原新聞」として復刊さわた，

島原新間は1 0  0 年余り、地元に密着した紙面作りに徹し、島原地方の政治・経

済・文化などが多く記載されており、近現代史料の宝庫となっている

②島原鉄道

明治4 1 年（ i y ( ) 8 年）5 弓創立

明治4  4 年（1 り1 1 年）開業「諫早一愛野間」

大正2 年（n ) i 3 年）開通「諫早一島原湊間」

島原鉄道の開業時の蒸気機関車は、鉄道院から譲り受けた鉄道院1 5 0 型（1 号掻

関車）, 一これは、日本で最初の鉄道開業のため輸入された第1 号機で、歴史の

教科書にも出てくろ新橋一横浜間の鉄道開業に使用された機関車である, 一その後、

昭和5 年に鉄道畜に返還、現在は、さいたま市にある鉄道博物館に展示され、国

の重要文化財となっている. 現在の1 号機関車の左サイドタンクには、当時の植

木元太郎島鉄社長直筆の「惜別感無量」の銘板が今も装着されている. .

なお、植木元太郎氏は、島原市の初代市長を務め| : > れ、島原市霊丘公園内に植木

氏の銅像が設置されている- .
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